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全
ト
協
、８
年
度
੫
制
改
正
要
望・結
果

第
46
回
஍
方
近
୅
化
基
金
༥
資

本
部
集
ஂ
݈
਍
の
お
知
ら
せ

警
視
庁
、７
年
度
貨
物
車
ઐ
用
駐
車
枠
増
設

東
ト
協
連
、第
44
回
運
賃
動
向
調
査

̎̏̑̒̓

◎�トラックは死角が多いので、交差点で左折を行う際は特に指さし
呼称等の安全確認を行うとともに、一時停止場所では横断歩道や
停止線の手前で確実に停止すること。また、運行中は前方だけで
なく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも注意を払うこと。
日　時 ４月16日（木） ８時17分頃発生（晴天）
場　所 足立区内（区道・舎人公園通り）
当事者 ①自動二輪車（男性50代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

足立区西伊興

至
西
新
井

至 舎人公園

至 伊興小学校

概　要
事業用大型貨物車が、区道を伊興小学校方向から舎人
公園方向へ進行し、信号に従い西新井方向に左折する
際、左側方を進行中の自動二輪車と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
ト
協
会
員
事
業
者
が
、

第
一
当
事
者
と
し
て
関
༩
す

る
事
業
用
貨
物
自
動
車
の
ࢮ

๢
事
故
が
発
生
し
た
。
ࠓ
年

初
の
事
案
と
な
る
。
ト
ラ
ッ

ク
事
故
଎
報（
警
視
庁
の
協

力
で
発
出
）に
よ
る
と
、
４

月
16
日
、
足
立
۠
で
事
業
用

大
ܕ
貨
物
自
動
車
と
自
動
ೋ

ྠ
車
に
よ
る
事
故
が
起
き
、

会
員
第
一
当
ࢮ
๢
事
故
と
൑

明
し
た（
ࠨ
ਤ
参
র
）。

令
和
８
年
の
事
業
用
貨
物

自
動
車
関
༩
の
ࢮ
๢
事
故

は
、
４
月
16
日
の
２
݅
を
含

め
計
７
݅
が
発
生
し
、
前
年

同
期
比
で
３
（݅
75
％
）
増

加
と
な
っ
た（
ࠨ
表
参
র
）。

ル
α
イ
ネ
ー
ジ
で
、
警
視
庁

交
通
部
と
の
連
名
に
よ
る
交

通
安
全
運
動
の
ܒ
発
ө
૾
を

์
ө
し
、
Ӻ
ར
用
者
な
ど
一

般
都
民
に
交
通
安
全
の
ॏ
要

性
を
ૌ
え
る
な
ど
、
業
ք
内

外
で
事
故
๷
止
・
交
通
安
全

׆
動
を
ల
開
し
た
。

警
࡯
庁
は
４
月
17
日
、「
令

和
８
年
य़
の
全
ࠃ
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
交
通
事
故
発

生
状
況
」
を
公
ද
。
警
視
庁

管
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

݅
数
は
７
３
６
݅
で
前
年
同

期
比
11
人（
１
・
５
％
）
増

加
し
た
が
、
ࢮ
者
数
は
２
人

で
同
３
人（
60
・
０
％
）、ෛ

ই
者
数
は
８
０
９
人
で
、７

人（
０
・
９
％
）ͦ
れ
ͧ
れ

減
少
し
た
。

な
お
、
警
࡯
庁
の
交
通
事

故
౷
計（
３
月
຤
）に
よ
る

と
、事
業
用
貨
物
自
動
車（
ܰ

貨
物
を
আ
く
）の
第
一
当
事

者
に
よ
る
ࢮ
๢
事
故
は
48
݅

で
、前
年
同
期
比
３
（݅
５
・

９
％
）
減
少
。
車
छ
別
で
の

内
༁
は
、
ࢮ
๢
事
故
が
最
も

多
い
大
ܕ
車
が
30
݅
で
同
３

（݅
11
・
１
％
）増
加
し
、準

中
ܕ
車
が
９
݅
で
同
２
݅

（
28・６
％
）増
加
し
た
一
方
、

東
ト
協
会

長
ީ
補
者
選

出
・
管
理
ҕ
員

会（
原
ౡ
౻
ᆹ

ҕ
員
長
）は
４

月
15
日
、
理
事

推
ન
に
よ
る
会

長
ީ
補
者
の
届

行
者
や
自
転
車
ར
用
者
に
ϊ

ϕ
ル
ς
ィ
や
ν
ラ
シ
を
手
౉

し
な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
༦
方
に

は
一
時
的
に
Ӎ
が
上
が
り
、

Ӻ
ར
用
者
な
ど
に
対
し
て
交

通
安
全
の
ܒ
発
と
あ
わ
せ
、

྘
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
໾

割
を
ア
ϐ
ー
ル
。
自
転
車
ར

用
者
に
は
、
新
た
な
ル
ー
ル

の
遵
守
や
車
両
ଆ
方
通
過
時

の
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

東
ト
協
は
運
動
期
間
中
、

̟
̧
有
ָ
ொ
Ӻ
前
の
Ϗ
ッ
ク

マ
ル
ν
Ϗ
ジ
ἀ
ン
や
̟
̧
立

઒
Ӻ
前
の
̞
Ｓ
̚
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
̘
̝
̞
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｖ

̞
Ｓ
̞
Ｏ
Ｎ
、
新
॓
Ӻ
੢
ޱ

通
࿏
の
σ
ジ
タ
ル
α
イ
ネ
ー

ジ
、
東
ト
総
合
会
ؗ
１
֊
シ

ἀ
ー
΢
イ
ン
ド
ー
の
σ
ジ
タ

こ
の
う
ͪ
、
会
員
事
業
者
が

関
༩
す
る
事
故
は
２
݅
で
、

ࢮ
๢
事
故
７
݅
の
内
༁
は
、

車
छ
別
で
は
大
ܕ
車
３
݅
、

準
中
ܕ
車
３
݅
、
ී
通
車
１

݅
。
発
生
場
所
は
、
交
ࠩ
点

ま
た
は
交
ࠩ
点
付
近
５
݅
、

直
線
ಓ
࿏
２
݅
で
、
૬
手
は

า
行
者
３
人
、
自
動
ೋ
ྠ
車

２
人
、自
転
車
２
人
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

「
交
通
事
故
౷
計
分
ੳ
結
果
」

で
は
、
交
ࠩ
点
に
お
け
る
ࢮ

๢
・
ॏ
ই
事
故
は
大
ܕ
車
の

割
合
が
高
く
、
交
ࠩ
点
ࠨ
ં

時
の
自
動
ೋ
ྠ
車
・
自
転
車

の
ר
き
込
み
や
、

交
ࠩ
点
直
進
時
の

自
転
車
と
の
ি
突

が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
ࠓ
年
の
ࢮ

๢
事
故
で
も
３
݅

が
こ
れ
に
該
当
す

る
。東

ト
協
で
は
、

都
内
に
お
け
る
事

業
用
貨
物
自
動
車

に
よ
る
ࢮ
๢
事
故

の
増
加
܏
向
を
౿

ま
え
、「
事
業
用

自
動
車
総
合
安
全

ߓ
支
部

（
ࡔ
ా
生
子

支
部
長
）は
、

඼
઒
۠
の
イ

ン
タ
ー
シ
ς

ィ
஍
下
２
֊

駐
車
場
で
、

高
ྠ
警
࡯
ॺ

お
よ
び
඼
઒

イ
ン
タ
ー
シ

ς
ィ
マ
ネ
ジ

ϝ
ン
ト
の
協

力
の
も
と
、

ト
ラ
ッ
ク
ス

ト
ッ
プ
࡞
ઓ

を
実
施
。
஍

下
荷
さ
͹
き

場
を
ར
用
す

る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転

プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
に
基
づ

き
、
事
業
者
へ
の
注
意
ש
起

と
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
運

転
ྭ
行
な
ど
指
導
の
徹
底
を

求
め
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
事
業
者
に
対

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
支
援

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ܗ
式
の

初
任
運
転
者
特
別
講
習
や
動

画
配
৴
に
よ
る
運
転
者
教
育

の
ແ
料
実
施
を
は
͡
め
、
݈

߁
起
Ҽ
事
故
๷
止
に
向
け
、

݈
߁
਍
அ
や
೴
̢
̧
̞
݈

਍
、
ਭ
຾
時
ແ
呼
ٵ
঱
ީ
܈

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ݕ
査
受
਍
අ
用
、

安
全
૷
ஔ
の
導
ೖ
、
自
動
点

呼
機
ث
・
̙
Ｘ
導
ೖ
促
進
に

対
す
る
各
छ
助
成
制
度
の
׆

用
を
通
͡
て
事
故
๷
止
、
安

全
対
策
の
ܒ
発
に
努
め
て
い

る
。

資
ݯ
エ
ネ
ル

Ϊ
ー
庁
は
４

月
22
日
、
ੴ
༉

੡
඼
価
格
調

査（
20
日
時
点
）

の
結
果
を
公
ද

し
た
。
ܰ
༉
の

全
ࠃ
ళ
಄
現
金

খ
ച
価
格
は
１
５
８
・
８
円

／
Ἄ
で
前
ि
比
２
・
１
円
値

上
が
り
し
、
２
ि
連
続
の
値

上
が
り
と
な
っ
た
。

੓
෎
に
よ
る
ۓ
急
的
ܹ
変

؇
和
ા
ஔ
の
実
施
の
ほ
か
、

４
月
１
日
に
は
ܰ
༉
引
取
੫

࢑
定
੫
཰
が
廃
止
と
な
っ
た

が
、
ܰ
༉
価
格
は
値
上
が
り

܏
向
に
転
͡
て
い
る
。

け
出
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理

事
・
؂
事
に
報
ࠂ
し
た
。

「
会
長
の
選
定
に
関
す
る

規
程
」
に
基
づ
き
審
議
し
た

結
果
、
現
会
長
の

水
໺
ޭ
ࢯ
を
令
和

８
・
９
年
度
の
ҕ

員
会
推
ન
会
長
ީ

補
者
と
し
て
選
定

し
、３
月
25
日
開
催
の
７
年

度
第
４
回
理
事
会
に
報
ࠂ
。

３
月
26
日
か
ら
４
月
14
日
ま

で
理
事
推
ન
会
長
ީ
補
者
の

受
付
を
行
っ
て
い
た
。

ͦ
の
結
果
、
ほ
か
に
届
け

出
が
な
か
っ
た
た
め
、
同
ҕ

員
会
は
水
໺
ࢯ
を
８
・
９
年

度
の
会
長
ީ
補
者
と
し
て
、

５
月
26
日
開
催
予
定
の
８
年

度
第
１
回
理
事
会
に
提
案
す

る
こ
と
と
し
た
。

中
ܕ
車
は
８
݅
で
同
８
݅

（
50
・
０
％
）減
少
し
、ී
通

車
が
１
݅
で
増
減
な
し
。
内

数
の
ト
Ϩ
ー
ラ
は
４
݅
で
、

同
４
（݅
50
・
０
％
）
減
少

し
て
い
る
。

を
呼
び
か
け
、
ϊ
ϕ
ル
ς
ィ

を
手
౉
し
た
。
同
駐
車
場
で

の
実
施
は
初
の
試
み
。

ौ
୩
支
部（
ా
中
ल
थ
支

部
長
）は
、
୅
ʑ
໦
警
࡯
ॺ

お
よ
び
୅
ʑ
໦
交
通
安
全
協

会
੨
年
部
と
合
同
で
、
初
୆

交
ࠩ
点
प
ล
に
お
い
て
、
า

行
者
や
自
転
車
ར
用
者
の
安

全
༠
導
を
実
施
し
た
。「
事

故
ゼ
ロ
へ
の
௅
ઓ
ʂ
」
の
の

ぼ
り
ض
の
も
と
、
ͦ
ろ
い
の

ϕ
ス
ト
を
着
用
し
た
支
部
ϝ

ン
バ
ー
が
੠
か
け
を
行
い
な

が
ら
、
交
通
安
全
標
ޠ
ೖ
り

の
ϊ
ϕ
ル
ς
ィ
を
配
෍
し

た
。新

॓
支
部（
大
ౡ
໻
一
支

部
長
）は
、
ڇ
込
警
࡯
ॺ
と

合
同
で
、
ਆ
ָ
ࡔ
上
交
ࠩ
点

に
お
い
て
׆
動
を
ల
開
。
า

ौ୩ࢧ෦

৽॓ࢧ෦

෦ࢧߓ

事ۀ༻՟෺自動車関༩のࢮ๢事ނ（ࢹܯி؅಺）
項໨

೥
（ࡏݱ��೔݄̐）਺݅ނ๢事ࢮ

૯݅਺ ͏ͪ会һ関༩ 会һ関༩のҰ౰
ྩ࿨̓೥ （̐��） （̍̒） （̍̑）
ྩ࿨̔೥ ̓ ̎ ̍
૿減਺ ̏ ̍ ̌

˞ ྩ ࿨̓೥ཝの事݅ނ਺はɺྩ ࿨̔೥のूؒظܭͱલ೥ಉؒظの݅਺Ͱ͋
Γɺ（　）಺の਺ࣈはྩ࿨̓೥தの事݅ނ਺のྦྷܭ

ਫ໺ࢯ

に
安
全
運
転

に
お
い
て
׆
動
を
ల
開
。
า

य़
ͷ
શ
ࠃ
ަ
௨
҆
શ
運
ಈ

ձ௕ݱձ௕ީิऀはظ࣍
ਫ໺ࢯΛཧࣄձʹఏҊ΁

東ト協

֗಄ࢦಋ׆ಈ
౷ Ұ ࣮ ࢪ ೔ 荒天の中、９支部が実施

౎
಺
Ӧ
ۀ
༻
՟
෺
ं
ࢮ
๢
ࣄ
ނ
̍
ɾ
��
ഒ
に

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部
・
各
支
部
は
、春
の
全
国
交
通
安

全
運
動（
４
月
６
～
15
日
）期
間
中
の
４
月
10
日
を
街
頭
指
導
活
動

の「
統
一
実
施
日
」と
し
て
い
た
が
、荒
天
の
影
響
で
中
止
す
る
支
部

が
相
次
ぎ
、９
支
部
が
交
差
点
で
の
歩
行
者
誘
導
や
ノ
ベ
ル
ティ
の

配
布
、ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
ッ
プ
作
戦
な
ど
の
街
頭
指
導
活
動
を
行
っ
た
。

各
支
部
で
は
運
動
期
間
中
、地
元
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
な
ど

と
連
携
し
、交
通
安
全
活
動
を
展
開
し
た
。

貨物車駐車スペース

৔�ॴɿࣳେ໳ೋஸ໨றं৔
ʢࣳ۠ߓେ໳̎ʵ��ʣ

࣌�ؒɿ８ɿ��ʙ��ɿ��
ʢ̍ճ౰ͨΓ໿4�෼ʣ
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第1343号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̐ ݄25೔ （ � ）総 合

令和８年度トラック関係施策に関する要望と税制改正大綱の主な内容
要望事項 結　　果

●税制改正関連要望事項
⒈ 自動車関係諸税の簡素化・軽減等
⑴ 軽油引取税の暫定税率廃止 ・�軽油引取税の暫定税率については、令和７年11月５日に与野党が、令和８年４月１日か

ら廃止することで合意した。
・�軽油引取税の暫定税率の廃止が規定された、地方税法等の一部改正案が令和８年３月31
日の参議院本会議で可決・成立し、４月１日に軽油引取税の暫定税率が廃止された。

⑵ 自動車関係諸税の簡素化・軽減等 ・�自動車関係諸税の見直しについては、「日本の自動車戦略やインフラ整備の長期展望等を
踏まえるとともに、「2050年カーボンニュートラル」目標の実現に積極的に貢献するも
のでなければならない。（中略）自動車関係諸税を負担する自動車ユーザーの理解にも資
するよう、受益者負担・原因者負担といった課税の考え方や、これまでの沿革等を踏まえ
つつ、使途の明確化を図るとともに、受益と負担の対応関係を分かりやすく説明していく。
その際、中長期的には、データの利活用による新たなモビリティサービスの発展等、自動
車の枠を超えたモビリティ産業の発展に伴う経済的・社会的な受益者の広がりや保有か
ら利用への移行等を踏まえるとの考え方を踏まえつつ、公平・中立・簡素な課税のあり方
について、中長期的な視点から、車体課税・燃料課税を含め総合的に検討し、見直しを行う」
とされた。
・�令和10年度以後における自動車税のあり方については、自動車の重量及び環境性能に応
じた公平・中立・簡素な税負担の仕組み等について検討し、令和9年度税制改正において
結論を得るとされた。その際、以下の点に留意するものとされた。
　⇒�現行の自動車税及び軽自動車税におけるバス・トラック等や営業用自動車に対する課
税のあり方との整合性

⑶ 走行距離課税の導入反対 ・走行距離課税については、導入されなかった。
⑷ 運輸事業振興助成交付金制度の継続 ・�令和７年11月５日の与野党合意により、令和８年４月１日に軽油引取税の暫定税率が廃

止されることとなる中で、運輸事業振興助成交付金制度については、軽油引取税の暫定税
率が設けられた際に創設された制度であったことから、その維持については極めて厳しい
状況にあったことを受け、与野党の関係国会議員に交付金の必要性や重要性を訴え、交付
金制度の維持と財源の確保を粘り強く要望した。
・�交付金制度について規定された運輸事業振興助成法について、第１条の趣旨を改正し、同
法について令和13年３月31日までの５年間効力を持つこととする内容の法案について、
与野党の関係国会議員の理解を得て、令和７年12月15日に国会に提出された。
・�令和８年１月に衆議院が解散され、同法案は廃案となったが、衆議院総選挙後に、同法案
の早期の国会提出と年度内成立を目指し、与野党の関係国会議員に対し積極的に要望活動
を展開した。その結果、12月に国会提出された法案と同じ内容で、日切れ法案としてあら
ためて国会に法案を提出することについて与野党の理解を得ることができ、最終的には３
月31日の参議院本会議で可決・成立し、交付金制度は令和13年３月31日まで継続され
ることとなった。

⑸ 自動車重量税のエコカー減税の延長 ・�自動車重量税のエコカー減税については、減免区分の基準となる燃費基準の達成度を引き
上げた上で2年延長することとされた。

⑹ 自動車重量税のASV（先進安全自動
車）特例措置の延長・拡充

・�側方衝突警報装置等を装備した貨物自動車等に係る自動車重量税率の特例措置の適用期
限が令和10年8月31日まで延長された。

⑺ 自動車税環境性能割特例措置の延長 ・自動車税環境性能割は、令和8年3月31日をもって廃止された。
⑻ 自動車税種別割のグリーン化特例の
延長

・適用期限が2年延長された。

⑼ 自動車関係諸税における営自格差の
拡充

・�営業用車両及びバス、トラック等の車両の取扱いについては、「これらの車両が地域公共
交通、物流等の分野において果たしている公共的な役割の重要性や、それを十分に考慮し
た営自格差等を検討し、令和9年度以降の税制改正において結論を得る。」とされた。
・�燃料電池自動車及び天然ガス自動車に係る同様の負担のあり方については、今後、検討す
ることとされた。

⒉ 特例措置の延長
⑴ 少額資産即時償却の延長 ・適用要件を見直した上で、適用期限が3年延長された。
⑵ 地方拠点強化税制の延長 ・適用要件を見直した上で、適用期限が2年延長された。

⒊ その他税制に係る要望
⑴ トラック協会が運営する地域防災・
災害対策関連施設等について固定資
産税の軽減措置の適用

・固定資産税の軽減措置の適用については、認められなかった。

⑵ 自動車重量税の道路特定財源化 ・自動車重量税の道路特定財源化については、認められなかった。
⑶ 物流拠点の特例措置の適用 ・�固定資産税及び都市計画税の課税標準の特例措置について見直しを行った上で、適用期限

が2年延長された。

政府は令和7年12月26日、令和8年度税制改正大綱を閣議決定した。また、７年12月16日には７年度補正予算が、８年４月７日には
８年度予算がそれぞれ成立した。全日本トラック協会の８年度トラック関係施策に関する要望と結果は下表の通り（予算は次号掲載）。

ࠃ
౔
交
通
ল
、
中
খ
企
業

庁
、
公
正
取
引
ҕ
員
会
は
３

月
27
日
、
ࠃ
交
大
ਉ
、
中
企

庁
長
׭
、
公
取
ҕ
ҕ
員
長
の

連
名
で
、
೶
ྛ
水
࢈
ল
お
よ

び
経
済
࢈
業

ল
の
関
係
ஂ

ମ
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
ࠃ
交
ল
の
関
係
ஂ
ମ

に
対
し
、「
燃
料
価
格
高
騰

時
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
価
格
転
Շ
の
徹
底
に
つ

い
て
」
の
要
請
จ
書
を
発
出

し
た
。

中
東
৘
੎
の
Ө
ڹ
に
よ

り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
使
用
す
る
ܰ
༉
を
含
Ή
燃

料
価
格
が
高
騰
し
つ
つ
あ
る

こ
と
に
加
え
、
ੴ
༉
ൢ
ച
会

社
に
よ
る
大
ޱ
ߪ
ೖ
者
向
け

ܰ
༉
の
ൢ
ച
停
止
や
数
ྔ
制

ݶ
に
よ
り
、
ै
来
通
り
の
調

達
が
ࠔ
೉
な
状
況
が
み
ら
れ

る
な
ど
、
事
業
運
営
に
支
ো

が
生
͡
る
こ
と
が
ݒ
೦
さ
れ

て
い
る
。

੓
෎
は
、
燃
料
༉
価
格
の

ۓ
急
的
ܹ
変
؇
和
ા
ஔ
や
ੴ

༉
උ
஝
の
์
出
に
よ
り
、
燃

料
価
格
の
高
騰
を
抑
制
す

る
と
と
も

に
、
燃
料
༉

ڙ
څ
の
安
定

化
を
図
っ
て

い
る
が
、
物
流
を
担
う
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
安
定
的

に
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
ଞ
業
छ
に
比

べ
て
஗
れ
て
い
る
価
格
転
Շ

を
進
め
る
こ
と
が
不
可
ܽ
と

指
ఠ
。
運
賃
交
渉
・
運
賃
改

定
の
促
進
や
燃
料
α
ー
ν
Ỿ

ー
ジ
制
度
の
導
ೖ
な
ど
に
よ

り
、
燃
料
価
格
の
変
動
分
を

含
め
、
荷
主
等
へ
の
構
଄
的

な
価
格
転
Շ
の
実
現
を
求
め

て
い
る
。

ࠃ
交
ল
と
中
企
庁
、
公
取

ҕ
で
は
、
ࠓ
回
の
要
請
を
通

͡
、
ࠓ
般
の
燃
料
価
格
高
騰

や
ڙ
څ
制
ݶ
が
事
業
運
営
に

༩
え
る
Ө
ڹ
に
つ
い
て
、
荷

主
・
ݩ
請
事
業
者
の
理
ղ
を

促
し
て
い
く
方
਑
。

ఇ
ࠃ
σ
ー
タ
バ
ン
ク
は
４

月
８
日
、「
ಓ
࿏
貨
物
運
送

業
」
の
౗
࢈
動
向（
２
０
２

５
年
度
）を
公
ද
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
ಓ
࿏
貨

物
運
送
業
の
౗
࢈
݅
数
は
３

２
１
݅
で
前
年
度
比
30
݅

（
８
・
５
％
）
減
少
し
た
が
、

２
０
０
８
年
度
３
７
１
݅
、

２
０
２
４
年
度
３
５
１
݅
、

２
０
０
９
年
度
３
４
１
݅
に

次
͙
も
の
で
、
過
去

４
൪
目
の
高
水
準
と

な
っ
た（
表
）。

౗
࢈
動
向
で
は
、

「
ࠓ
後
も
ಓ
࿏
貨
物

運
送
業
の
౗
࢈
は
高

水
準
で
推
Ҡ
す
る
可

能
性
が
高
い
。
業
ք

環
境
の
改
善
に
は
、

近
年
指
ఠ
さ
れ
て
い

る
運
送
料
金
の
引
き

上
げ
や
࠶
ҕ
ୗ
構
଄

の
改
善
ڞ、
同
輸
送
、

価
格
転
Շ
཰
の
改
善

が
不
可
ܽ
」と
し
た
。

トラック関係施策に関する要望と結果全ト協
̔೥౓

೩
ྉ
ߴ
ಅ
Ͱ
τ
ラ
ỽ
Ϋ
Ձ
֨
స
Շ

ప
ఈ
Λ
ཁ
੥
ࠃ
ަ
লɾத
ا
ிɾެ
औ
ҕ

ܰ
༉
ߴ
ಅ
Ͱ
ߴ
ਫ
४
ଓ
͘

ಓ
࿏
՟
෺
ӡ
ૹ
ۀ
౗
࢈
݅
਺

ఇ
ࠃ
σ
ồ
λ
ό
ϯ
Ϋ

ʮಓ࿏՟෺ӡૹۀʯ౗݅࢈਺ͱܰ༉খചՁ֨ͷਪҠ

※ 軽油小売価格は資源エネルギー庁「給油所小売価格調査」より
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イ
ラ
ン
の
֩
開
発
計
画
を

८
り
、
ア
ϝ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
は
２
月
28
日
、
イ
ラ
ン

に
対
し
܉
事
行
動
に
౿
み
切

り
、
こ
れ
に
対
߅
し
て
、
イ

ラ
ン
が
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
輸
送
の

要
ি
で
あ
る
ホ
ル
ム
ζ
ւ
ڦ

を
෧
࠯
す
る
ા
ஔ
を
講
͡
た

た
め
、
原
༉
価
格
が
急
騰
。

燃
料
や
ੴ
༉
化
学
੡
඼
の
原

ࡐ
料
は
඼
ബ
に
な
っ
て
い
る
。

ੴ
༉
৘
報
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
大
ޱ
ध
要
者
向
け
ܰ

༉
ロ
ー
リ
ー
౉
し
価
格（
ফ

අ
੫
ൈ
き
）は
、
昨
年
ま
で

１
Ἄ
１
２
０
円
以
上
で
推
Ҡ

し
、
ࠓ
年
１
月
に
約
４
年
Ϳ

り
に
一
時
１
１
０
円
୆
ま
で

下
が
っ
た
の
も
ଋ
の
間
、
２

月
に
は
࠶
び
１
２
０
円
୆
に

໭
っ
た
。খ
ച
ళ
಄
価
格（
ফ

る
Ｓ
̰
ｎ
͂
̰
ｎ
の
実
ଶ
調

査
で
は
、
物
流
受
ୗ
企
業
の

担
当
者
７
４
３
人
の
う
ͪ
、

価
格
協
議
の
機
会
が「
増
加

し
た
」
は
43
・
２
％
に
と
ど

ま
り
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

56
・
８
％
と
過
半
数
を
占
め

た
。
Ｓ
̰
ｎ
͂
̰
ｎ
は「
中

খ
企
業
は
規
制
対
象
外
の
た

め
受
け
身
に
な
り
が
ͪ
で
、

発
注
者
に
対
し
て
自
ら
働
き

か
け
な
け
れ
͹
、
状
況
は
変

わ
ら
な
い
」と
し
て
い
る
。

ఇ
ࠃ
σ
ー
タ
バ
ン
ク
の
౗

࢈
動
向
で
も
、「
燃
料
価
格

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が

ࠔ
೉
な
状
況
の
中
、
価
格
転

Շ
཰
の
改
善
が
不
可
ܽ
」
と

指
ఠ
し
て
お
り
、
運
送
事
業

者
自
ら
が
荷
主
に
協
議
を
働

き
か
け
、
価
格
決
定
プ
ロ
セ

ス
の
ଥ
当
性
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
ラ
イ
タ
ー

ᖒ
ా
੣
）

අ
੫
込
み
）も
、
し
͹
ら
く

１
５
０
円
୆
で
推
Ҡ
し
、
１

月
19
日
時
点
で
１
４
３
・
０

円
ま
で
下
が
っ
た
も
の
の
、

３
月
９
日
に
は
１
４
９
・
８

円
、
同
16
日
に
は
１
７
８
・

４
円
ま
で
上
ঢ
し
た
。
੓
෎

の
ۓ
急
ા
ஔ
後
も
、
４
月
13

日
現
ࡏ
で
１
５
０
円
୆
半
͹

が
続
き
、
࢑
定
੫
཰
廃
止
の

効
果
は
完
全
に
ଧ
ͪ
ফ
さ
れ

て
い
る
状
況
だ
。

価
格
高
騰
に
加
え
、
ੴ
༉

ൢ
ച
会
社
が
大
ޱ
ߪ
ೖ
者
向

け
ܰ
༉
の
数
ྔ
制
ݶ
を
行

い
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
運

営
へ
の
支
ো
が
ݒ
೦
さ
れ
た

た
め
、
ࠃ
౔
交
通
ল
・
中
খ

企
業
庁
・
公
正
取
引
ҕ
員
会

は
３
月
27
日
、
連
名
で
荷
主

ஂ
ମ
に
対
し
、
価
格
転
Շ
の

ল
の
ੴ
原
大
物
流
・
自
動
車

局
長
は
、「
こ
れ
ま
で
に
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
約
２
０
０

０
社
か
ら
、
燃
料
価
格
高
騰

や
ڙ
څ
制
ݶ
な
ど
で
ݫ
し
い

と
い
う
੠
が
د
せ
ら
れ
て
い

る
」
と
明
ら
か
に
し
、
運
輸

局
な
ど
を
通
͡
て
ຖ
日
状
況

೺
Ѳ
に
努
め
て
い
る
と
આ

明
。
運
行
の
継
続
に
Ө
ڹ
が

あ
る
場
合
は
、「
資
ݯ
エ
ネ

ル
Ϊ
ー
庁
を
通
͡
、
た
だ
ͪ

に
஍
۠
の
ݩ
ച
り
に
働
き
か

け
、
଺
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
」
と
し
た
。
さ

ら
に
、
ࠓ
回
の
要
請
に
は
公

取
ҕ
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
中
খ
受
ୗ
取
引
適

正
化
法（
取
適
法
）の
対
象

に
な
る
」
と
の
考
え
を
ࣔ
し

た
。全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

全
ࠃ
ϋ
イ
Ϡ
ー
・
タ
ク
シ
ー

連
合
会
、
日
本
バ
ス
協
会
の

３
ஂ
ମ
は
３
月
27
日
、「
燃

料
価
格
高
騰
等
経
営
危
機
突

破
総
決
起
大
会
」
を
開
き
、

「
エ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ
ル
ϫ
ー
カ

ー
の
੹
任
を
果
た
す
に
は
、

燃
料
の
安
定
ڙ
څ
が
ܽ
か
せ

な
い
」
と
し
て
、
ࠃ
交
・
経

済
࢈
業
両
ল
の
大
ਉ
、
中
東

৘
੎
に
൐
う
ॏ
要
物
資
安
定

確
保
担
当
大
ਉ
に
対
応
を
要

請
し
た
の
は
प
知
の
通
り
。

ࠓ
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た

取
適
法
は
、「
α
プ
ラ
イ
ν

ỻ
ー
ン
全
ମ
で
構
଄
的
な
価

格
転
Շ
を
図
る
」
こ
と
が
ૂ

い
で
、
燃
料
価
格
高
騰
分
の

転
Շ
に
向
け
た
協
議
に
荷
主

が
応
͡
な
い
、
あ
る
い
は
一

方
的
に
価
格
を
決
定
す
る
場

合
は
、
法
的
ા
ஔ（
േ
則
な

ど
）の
対
象
と
な
る
。

取
適
法
施
行
か
ら
約
３
か

月
が
経
過
し
、
σ
ー
タ
連
ܞ

ι
リ
ỿ
ー
シ
ἀ
ン
を
提
ڙ
す

徹
底
と
燃
料
α
ー
ν
Ỿ
ー
ジ

制
度
導
ೖ
へ
の
理
ղ
を
求
め

る
要
請
を
行
っ
た
。

同
30
日
に
会
見
し
た
ࠃ
交

೩
ྉ
ߴ
ಅ
͕
ۀ
ք
に
ଧ
ܸ

価格転嫁は取適法で担保
協議の働きかけが必須に

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
５
月
１

日
か
ら
、
令
和
８

年
度
第
46
回「
஍

方
近
୅
化
基
金
༥

資
」
申
し
込
み
の

公
ื
を
開
࢝
す
る

（
本
߸
ʹ
Ҋ
಺
ν

ラ
シ
Λ
ಉ
෧
）。

ར
子
補
څ
に
よ
り

長
期
低
ར
の
༥
資

が
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
会
員
事

業
者
に
対
し
、
事

業
の
合
理
化
や
経

営
改
善
な
ど
に
向

け
て
、
ੵ
極
的
な

׆
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

ừ
ެ
ื
༥
ࢿ
࿮
Ử

35
ԯ
円

ừ
ެ
ื
ظ
ؒ
Ử

５
月
１
日
～
９
年
１
月
31

日
ま
で（
౔
・
日
༵
、ॕ
日
、

年
຤
年
࢝
の
ٳ
日
を
আ
く
。

公
ื
༥
資
枠
を
௒
え
た
場

合
、受
付
終
了
）

ừ
ਃ
ࠐ
ઌ
Ử

東
ト
協
ࡒ
務
部
交
付
金
会

計
Ｇ（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

ừ
༥
ࢿ
ର
৅
ऀ
Ử

東
ト
協
会
員（
ొ
࿥
車
両

数
５
୆
ະ
ຬ
で
も
申
し
込
み

可
）
˞
都
外
に
本
社
を
有
す

る
事
業
者
は
、
本
社
所
ࡏ
஍

の
ಓ
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ

申
し
込
Ή

ừ
ର
৅
ࣄ
ۀ
Ử

▽
ϙ
ス
ト
新
長
期
等
༥
資

（
同
規
制
な
ど
に
適
合
す
る

事
業
用
貨
物
自
動
車
ߪ
ೖ
）

▽
一
般
༥
資

①
設
උ
資
金
＝
荷
໾
機

ց
・
車
両（
フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ

ト
を
含
Ή
）な
ど
の
ߪ
ೖ
お

よ
び
車
両
の
改
଄
、
車
ݿ
・

૔
）ݿ
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
係
る
も
の
に
ݶ
る
）、

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
配

送
セ
ン
タ
ー
、
事
務
所
な
ど

物
流
施
設
の
੔
උ（
設
උ
の

補
修
・
改
修
を
含
Ή
）、
෱

ར
ް
生
施
設
の
੔
උ
、
近
୅

化
・
合
理
化
の
た
め
の
事
務

機
）ث
コ
ン
ϐ
ỿ
ー
タ
・
ι

フ
ト
΢
エ
ア
・
フ
Ỹ
ク
シ
ミ

リ
・
ෳ
写
機
・
̢
̘
Ａ
ແ
線

な
ど
で
、
１
඼
が
20
万
円
以

上
）の
ߪ
ೖ

②
ল
エ
ネ
関
連
機
ث
＝
̚

̢
Ｓ
、
ド
ラ
イ
ブ
Ϩ
コ
ー
ダ

ー
、
σ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ

な
ど
の
ߪ
ೖ
˞
リ
ー
ス
・
割

ො
ܖ
約
は
対
象
外

ừ
༥
ࢿ
ݶ
౓
ֹ
Ử

①
ݸ
別
企
業
＝
ϙ
ス
ト
新

長
期
等
༥
資
・
一
般
༥
資
各

６
０
０
０
万
円

②
ڞ
同
ମ
＝
１
ԯ
円

③
組
合
＝
転
ି
先
の
企
業

͝
と
に
６
０
０
０
万
円

ừ
ି
෇
ۚ
ར
Ử

取
ѻ
金
༥
機
関
の
所
定
ར

཰
に
よ
る

ừ
ঈ
ؐ
ظ
ؒ
Ử

①
車
両
お
よ
び
車
両
౥
ࡌ

物
＝
５
年
以
内（
ਾ
ஔ
期
間

を
含
Ή
）

②
ͦ
の
ଞ（
ঈ
٫
期
間
内
）

＝
最
高
10
年（
ਾ
ஔ
期
間
を

含
Ή
）

ừ
ঈ
ؐ
ํ
๏
Ử

ਾ
ஔ
期
間（
ঈ
ؐ
期
間
の

う
ͪ
６
か
月
以
内
）終
了
後
、

＝
１
・
０
％

▽
一
般
༥
資
＝
１
・
０
％

˞
８
年
度
下
半
期（
10
月

～
９
年
２
月
）の
཰
は
後
日
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
ද
す
る

ừ
ཹ
ҙ
ࣄ
߲
Ử

①
東
ト
協
の
༥
資
推
ન
決

定
通
知
は
、
༥
資
の
決
定
と

は
ҟ
な
る
。
同
通
知
に
基
づ

き
、
取
ѻ
金
༥
機
関
が
ฦ
済

能
力
な
ど
を
審
査
し
、
༥
資

の
可
൱
が
決
定
す
る

②
༥
資
推
ન
後
、
事
業
計

画
の
変
更（
౤
資
額
変
更
・

Ԇ
期
・
中
止
な
ど
）が
生
͡

た
場
合
、
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
る
た
め
、
東
ト
協

に
申
し
出
る
こ
と

③
所
ଐ
組
合
を
通
͡
て
आ

ೖ
を
す
る「
転
ି
方
式
」
の

ར
用
が
可
能

ừ
औ
ѻ
ۚ
༥
ػ
ؔ
Ử

商
工
組
合
中
ԝ
金
ݿ
の

本
・
支
ళ
お
よ
び
ͦ
の
୅
理

ళ
と
な
っ
て
い
る
৴
用
組
合

の
本
・
支
ళ（
た
だ
し
、
転

ି
方
式
の
場
合
は
商
工
中
金

ࠃ
౔
交
通
ল
は
６
月
５
日

午
後
５
時
ま
で（
必
着
）、令

和
８
年
度「
物
流
効
཰
化
推

進
事
業
」（
補
助
事

業
）を
ื
集
し
て
い

る
。対

象
は
、
荷
主
や

物
流
事
業
者
な
ど
物

流
に
係
る
関
係
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

協
議
会
。
物
流
効
཰

化
法
に
基
づ
く
総
合

ݩ
金
ۉ
等
ঈ
ؐ

ừ
୲
อ
ɾ
อ
ূ
ਓ
Ử

取
ѻ
金
༥
機
関
の
定
め
に

よ
る

ừ
࠶
༥
ࢿ
ͷ
੍
ݶ
Ử

▽
ϙ
ス
ト
新
長
期
等
༥
資

＝
前
年
度
ま
で
の
༥
資
実
੷

に
か
か
わ
ら
ず
、
ݶ
度
額
６

０
０
０
万
円
ま
で

▽
一
般
༥
資（
設
උ
資
金

等
）
＝
༥
資
࢒
高
が
６
０
０

０
万
円
ະ
ຬ
で
あ
れ
͹
、６

０
０
０
万
円
に
達
す
る
ま
で

（
ط
༥
資
分
が
正
ৗ
に
ঈ
ؐ

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
）

ừ
ར
ࢠ
ิ
څ
཰
Ử

８
年
度
上
半
期（
６
月
～

９
月
）に
༥
資
推
ન
の
決
定

を
受
け
た
༥
資
は
、
原
則
と

し
て
आ
ೖ
日
か
ら
５
年
間
、

次
の
཰
に
よ
る

▽
ϙ
ス
ト
新
長
期
等
༥
資

の
本
・
支
ళ
の
み
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
ࡒ
務
部
交
付
金
会
計
Ｇ

（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
６
）

効
཰
化
計
画
策
定
の
た
め
の

調
査
事
業
や
、
同
計
画
に
基

づ
く
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
、
װ

線
輸
送
の
集
約
化
、
ラ
ス
ト

ϫ
ン
マ
イ
ル
配
送
の
効
཰

化
、
中
継
輸
送
推
進
の
取
り

組
み
を
対
象
と
す
る
。

対
象
経
අ
は
、
計
画
策
定

ஈ
֊
と
実
証
・
運
行
ஈ
֊
の

૒
方
と
し
、
計
画
策
定
事
業

で
は
上
ݶ
総
額
５
０
０
万
円

（
定
額
・
上
ݶ
２
０
０
万
円

ʴ
ল
人
化
・
自
動
化
機
ث
導

ೖ
等
を
計
画
し
た
場
合
の
補

助
཰
最
大
２
分
の
１
・
上
ݶ

３
０
０
万
円
）、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
な
ど
で
は
同
１
０
０

０
万
円（
補
助
཰
最
大
２
分

の
１
・
上
ݶ
５
０
０
万
円
ʴ

ল
人
化
・
自
動
化
機
ث
を
導

ೖ
し
た
場
合
の
補
助
཰
最
大

３
分
の
２
・
上
ݶ
５
０
０
万

円
）ま
で
を
補
助
す
る
。

対
象
期
間
は
、
計
画
策
定

関
東
運
輸

局
は
５
月
21

日
、
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・

モ
Ϗ
リ
ς
ィ

ࡒ
ஂ
と
の
ڞ

催
で
自
動
車

運
送
事
業
者（
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）を
対
象

と
し
た
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

取
得
講
習
会
を
開
催
す
る
。

時
間
は
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
30
分
ま
で
。
会
場

は
Ａ
̥
੢
新
॓
５
֊
Ａ
ル
ー

ム（
新
॓
۠
੢
新
॓
７
の
２

の
４
）。
参
加
අ
は
ແ
料
。

定
員
は
30
人（
先
着
順
、
定

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
）。

事
業
が
８
月
か
ら
９
年
２
月

຤
ま
で
。
実
証
事
業
は
計
画

認
定
日
、
ま
た
は
８
月
の
ど

ͪ
ら
か
஗
い
方
か
ら
９
年
２

月
຤
ま
で
。
予
算
額
は
８
５

１
０
万
円
。

応
ื
は
、
申
請
༷
式
な
ど

を
事
業
計
画
の
主
と
す
る
஍

Ҭ
を
管
׋
す
る
஍
方
運
輸
局

等
へ
提
出
す
る
。

詳
細
は
、
同
ল
本
事
業
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

申
し
込
み

は
、
関
運
局

の
グ
リ
ー
ン
経
営
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
̝
̥
）か
ら
ઐ
用
申
込

用
ࢴ
を
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
߲
を
ه
ೖ
の
上
、５

月
14
日（
໦
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
ϝ
ー
ル
で
申
し
込
Ή
。

詳
細
は
関
運
局
̝
̥
／
環

境
・
物
流
／
本
講
習
会
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
エ
コ

モ
ࡒ
ஂ
グ
リ
ー
ン
経
営
業
務

（ࣨ
☎
03
・
５
８
４
４
・
６

２
７
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
⽅
03
・
５

８
４
４・
６
２
９
４
、̚
㿌

̼
̰
ｉ
̻
⽅HN

�N
PV

TI
JL

P
N

J!
FDP

N
P
�

PS�KQ

）

東ト協
８年度 ୈ��ճ஍ํۙ୅Խۚج༥ࢿ

෺
ྲྀ
ޮ
཰
Խ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ
ͷ
ܦ
අ
ิ
ॿ

ࠃ
ަ
ল
Ϟ
ồ
μ
ϧ
γ
ϑ
τ
΍
த
ܧ
༌
ૹ
ͳ
Ͳ

άϦʔϯܦӦೝূ
औಘߨशձ�ؔ ӡ 局

ΤίϞஂࡒ

̑
݄
��
೔
։
࠵

ެื݄̒̑೔·Ͱ

̑
݄
͔
Β
ਃ
੥
ड
෇
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̓
日

引
ӽ
ઐ
໳
部
会
正
෭

部
会
長
会
議

̔
日

物
流
経
営
࢜
՝
程
▽

మ
߯
ઐ
໳
部
会
໾
員
会
▽

正
෭
会
長
会
▽
ロ
ジ
研
正

෭
本
部
長
会
議
▽
ࡾ
組
৫

連
བྷ
会

̕
日

ւ
上
コ
ン
ς
ナ
ઐ
໳

部
会
業
務
ҕ
員
会
▽
ॏ
ྔ

඼
ઐ
໳
部
会
ҕ
員
会

ừ
̐
݄
̍
Ỗ
��
日
Ử

ừ
̑
݄
̍
Ỗ
��
日
Ử

øø
日
 

15
時
30
分
＝
セ
ϝ

ン
ト
ઐ
໳
部
会
通
ৗ
総
会

（
東
ト
総
合
会
ؗ
）

øù
日
 

15
時
＝
関
ト
協
ւ

上
コ
ン
ς
ナ
部
会
正
෭
部

会
長
・
؂
事
合
同
会
議（
東

��
日

֗
಄
指
導
׆
動「
౷

一
実
施
日
」
▽
初
任
運
転

者
特
別
講
習
▽
ࢴ
・
ύ
ル

プ
ઐ
໳
部
会
໾
員
会

øú
日

৯
料
・
ञ
ྨ
ҿ
料
ઐ

໳
部
会
໾
員
会

øû
日

੨
年
部
総
務
ҕ
員
会

▽
同
正
෭
本
部
長
会
▽
ダ

ン
プ
ઐ
໳
部
会
全
ମ
会
議

▽
関
東
・
ߕ
৴
ӽ
ॏ
ྔ
部

会
正
෭
部
会
長
・
ҕ
員
・

؂
事
合
同
会
議

øü
日

物
流
経
営
࢜
՝
程
▽

都
庁
・
۠
໾
所
ઐ
໳
部
会

໾
員
会

ト
総
合
会
ؗ
）

øú
日
 

13
時
30
分
＝
物
流

経
営
࢜
՝
程（
東
ト
総
合

会
ؗ
）
˝
15
時
＝
正
෭
会

長
会（
東
ト
総
合
会
ؗ
／

Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

øü
日
 

11
時
＝
ঁ
性
部
正

෭
本
部
長
会
議（
東
ト
総

合
会
ؗ
）
˝
12
時
＝
同
װ

事
会（
同
／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

３
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 142.8 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 136.2 円
☆元売り発行カード  平 均 = 143.8 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 137.9 円

か
、
支
部
ブ
ー
ス
出
ల
要
߲

や
会
員
協
ࢍ
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

৿
本
リ
ー
ダ
ー
は「
フ
ỻ

ス
タ
を
本
部
・
支
部
が
一
ମ

と
な
る
イ
ϕ
ン
ト
と
し
て
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
͹
な
ら

な
い
。
ࠓ
年
度
は
規
໛
や

開
催
方
法
を
見
直
し
、
支
部

や
本
部
৬
員
な
ど
運
営
関
係

者
の
ෛ
担
ܰ
減
を
図
る
方
਑

だ
。
ͦ
の
た
め
に
は
企
業
・

ஂ
ମ
に
加
え
、
会
員
事
業
者

の
協
ࢍ
が
ॏ
要
と
な
る
。
会

員
協
ࢍ
の
ื
集
を
޿
く
प
知

し
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

く
」
と
ड़
べ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
正
෭
会
長
会
、
総
務
ҕ

員
会
、
理
事
会
で
の
審
議
・

度
も
全
ト
協
助
成
に
加
え
、

東
ト
協
も
助
成
す
る
。
予
算

額
は
全
ト
協
分
が
１
ԯ
６
０

０
万
円（
１
０
６
０
୆
分
）、

東
ト
協
分
が
１
２
０
０
万
円

（
１
２
０
୆
分
）。

実
施
要
ྖ
は
次
の
通
り
。

ừ
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ử

９
年
２
月
26
日
ま
で（
必

着
／
全
ト
協
・
東
ト
協
と
も

に
ͦ
れ
ͧ
れ
の
予
算
額
に
達

し
次
第
、受
付
終
了
）

ừ
ॿ
੒
ֹ
ɾ
ॿ
੒
୆
਺
Ử

▽
全
ト
協
・
東
ト
協
い
ず

れ
も
自
動
点
呼
機
ث
の
導

ೖ
අ
用（
機
ث
本
ମ
の
ほ
か
、

部
඼
や
付
ଐ
඼
、
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
な
ど
の
අ
用
、
ܖ
約
期

間
中
の
α
ー
Ϗ
ス
ར
用
料
を

含
Ή
／
ফ
අ
੫
を
আ
く
）に

つ
い
て
、

10
万
円
を

承
認
を
経
て
、
支
部
長
へ
の

協
力
要
請
や
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
ࡌ
、「
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
時
報
」
へ
の
依
པ

จ
・
ν
ラ
シ
同
෧
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
ス
ς
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運

用
ス
ケ
ジ
ỿ
ー
ル
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
ࠂ
知
方
法
と
߲
目
、

ϊ
ϕ
ル
ς
ィ
の
調
達
、
運
営

業
務
お
よ
び
ҕ
ୗ
先
な
ど
に

つ
い
て
ݕ
౼
し
た
。

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
̮
Ｏ
２
０
２
６
」
は
、

９
月
12
日（
౔
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
、
ौ
୩
۠
の
୅
ʑ
໦
公
Ԃ

（
໺
外
ス
ς
ー
ジ
・
イ
ϕ
ン

ト
޿
場
・
ケ
Ϡ
キ
ฒ
໦
）で

開
催
す
る
。
ࠓ
年
は
౔
༵
日

の
開
催
と
し
、前
日
に
ൖ
ೖ・

準
උ
を
行
い
、
終
了
後
は
଎

や
か
に
ఫ
収
す
る
予
定
。

上
ݶ
に
助
成

▽
申
請
୆
数
は
年
度
内
１

事
業
者
当
た
り
１
୆
。
都
内

に
安
全
性
優
良（
Ｇ
マ
ー
ク
）

事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
に

つ
い
て
は
２
୆
ま
で（
１
୆

当
た
り
上
ݶ
10
万
円
）

˞
全
ト
協
・
東
ト
協
の
助

成
の
併
用
が
可
能（
た
だ
し
、

１
୆
の
助
成
総
額
は
機
ث
導

ೖ
අ
用
分
ま
で
）

ừ
ॿ
੒
ର
৅
ཁ
݅
Ử

①
東
ト
協
会
員
の
中
খ
企

業
者（
資
本
金
も
し
く
は
出

資
総
額
が
３
ԯ
円
以
下
、
ま

た
は
ৗ
時
使
用
す
る
ै
業
員

数
が
３
０
０
人
以
下
）、
②

機
ث
を
導
ೖ
し
た
営
業
所
が

都
内
に
あ
る
こ
と

ừ
ॿ
੒
ର
৅
ػ
ث
Ử

ࠃ
交
ল
認
定
の
自
動
点
呼

機
ث
で
、
４
月
１
日
～
９
年

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
報

ࠂ
規
則
の
定
め
に
よ
り
、
各

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

は
、
事
業
実
੷
報
ࠂ
書
と
事

業
報
ࠂ
書
の
提
出
が
ٛ
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
൐
い
、
東
ト
協
は

各
会
員
事
業
者
に
対
し
、
提

出
期
ݶ
ま
で
に
所
ଐ
支
部
事

務
局
、
ま
た
は
東
京
運
輸
支

局
へ
提
出
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る（
東
ト
協
ホ
ー
ム

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
̮

Ｏ
２
０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ

ク
ト（
リ
ー
ダ
ー
・
৿
本
উ

໵
෭
会
長
）は
４
月
16
日
、

東
ト
協
は

全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の

取
次
事
業
と

し
て
、
令
和

８
年
度「
自

動
点
呼
機

ث
・
̙
Ｘ
導

ೖ
促
進
助
成

事
業
」
の
申

請
受
付
を
行

東
ト
総
合
会
ؗ
で
、
第
３
回

ϫ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）
会
議
を

開
催
し
た
。

同
Ｗ
Ｇ
の
ᖒ
഼
३
リ
ー
ダ

ー
は「
新
年
度
最
初
の
Ｗ
Ｇ

と
な
る
が
、
フ
ỻ
ス
タ
開
催

ま
で
５
か
月
を
切
っ
た
。
時

間
が
ݶ
ら
れ
る
中
、
決
め
る

っ
て
い
る
。

中
খ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
対
象
に
、
輸
送
の
安
全

確
保
の
ࠜ
װ
を
成
す
運
行
管

理
に
つ
い
て
、
安
全
性
の
向

上
や
労
働
環
境
の
改
善
、
人

手
不
足
の
ղ
ফ
な
ど
に
資
す

る
た
め
、
ࠃ
౔
交
通
ল
認
定

の
自
動
点
呼
機
ث
・
シ
ス
ς

ム
導
ೖ
අ
な
ど
に
つ
い
て
一

部
助
成
を
す
る
も
の
。
ࠓ
年

べ
き
事
߲
を
一
つ
ず

つ
੔
理
し
、
着
実
に

前
進
さ
せ
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。

議
事
で
は
、
Ｗ
Ｇ

ϝ
ン
バ
ー
の
確
認

後
、
企
業
・
ஂ
ମ
へ

の
協
ࢍ
案
内
や
支
部

の
参
加
状
況
な
ど
の

進
ḿ
を
報
ࠂ
し
た
ほ

同
イ
ϕ
ン
ト
は
、
一
般
都

民
に
向
け
て
、
྘
ナ
ン
バ
ー

の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
฻
ら

し
と
࢈
業
を
支
え
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
਒
ࡂ
෮
興

な
ど
で
も
ॏ
要
な
໾
割
を
担

う
、
エ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ
ル
ϫ
ー

カ
ー
で
あ
る
こ
と
の
理
ղ
促

進
を
図
る
も
の
で
、
子
ど
も

や
フ
Ỹ
ミ
リ
ー
層
を
中
৺
と

し
た
来
場
が
見
込
ま
れ
る
。

２
月
26
日
の
間
に
ܖ
約
、
も

し
く
は
ར
用
開
࢝
、
受
付
期

間
中
に
申
請
し
た
も
の

詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照（
書
ྨ
༷
式

東
ト
協
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
取
次
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年
度「
安
全
૷

ஔ
等
導
ೖ
促
進
助
成
事
業
」

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
東
ト
協
の「
呼

気
ਧ
き
込
み
式
ア
ル
コ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
૷
ஔ
導
ೖ

助
成
事
業
」も
実
施
す
る
。

受
付
期
間
は
９
年
２
月
26

日
ま
で（
必
着
／
全
ト
協
・

東
ト
協
と
も
に
ͦ
れ
ͧ
れ
の

予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付

終
了
）。
対
象
૷
ஔ
お
よ
び

の
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

助
成
内
༰
は
、次
の
通
り
。

▽
対
象
૷
ஔ
＝
①
後
方
視

໺
確
認
支
援
૷
ஔ（
バ
ッ
ク

ア
イ
カ
ϝ
ラ
）、②
ଆ
方
ি
突

؂
視
警
報
૷
ஔ
／
車
両
総
ॏ

ྔ
７
・
５
Ἁ
以
上（
ト
ラ
ク

タ・ト
Ϩ
ー
ラ
へ
の
૷
着
は
、

ト
ラ
ク
タ
の
第
５
ྠ
荷
ॏ
が

８
・
５
Ἁ
以
上
）・
ࠨ
ଆ
方

へ
の
૷
着
が
対
象
、
③
呼
気

ਧ
き
込
み
式
ア
ル
コ
ー
ル
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
૷
ஔ
、
④
̞

Ｔ
機
ث
を
׆
用
し
た
ԕ
ִ
஍

で
行
う
点
呼
に
使
用
す
る
ܞ

ଳ
ܕ
ア
ル
コ
ー
ル
ݕ
知
ث

／
安
全
性
優
良（
Ｇ
マ
ー
ク
）

事
業
所
が
対
象
、
ᶇ「
６
０

０
Ｎ
・
ἇ
」
以
上
の
締
め
付

け
能
力
を
有
す
る
大
ܕ
車
用

ト
ル
ク
・
Ϩ
ン
ν（
自
立
ܕ
・

ト
ル
ク
セ
ッ
タ
ー
ܕ
イ
ン
ύ

ク
ト
Ϩ
ン
ν
を
含
Ή
）
／
車

両
総
ॏ
ྔ
８
Ἁ
以
上
が
対
象

▽
助
成
額
＝
①
④
／
૷
ஔ

１
୆
に
つ
き
２
万
円
を
上

ݶ
、
②
／
૷
ஔ
１
୆
に
つ
き

10
万
円
を
上
ݶ
、
③
／
૷
ஔ

１
୆
に
つ
き
全
ト
協
分
は
２

万
円
を
上
ݶ
と
し
、
東
ト
協

分
は
８
万
円
を
上
ݶ
、
ᶇ
／

３
万
円
を
上
ݶ
と
し
、
①
～

ᶇ
い
ず
れ
も
取
得
価
格
の
２

分
の
１
ま
で
助
成

▽
助
成
୆
数
＝
１
会
員
事

業
者
に
つ
き
、
東
ト
協
ొ
࿥

車
両
数（
上
ݶ
30
୆
分
）ま

で
、③
は
上
ݶ
５
୆
分
ま
で
、

ᶇ
は
１
事
業
所
に
つ
き
１
୆

ま
で▽

助
成
対
象
要
݅
＝
東
ト

協
会
員
事
業
者
が
使
用
す
る

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
で
、
使
用

の
本
ڌ
Ґ
ஔ
が
都
内
に
あ
る

こ
と申

請
方
法
や
申
請
書
ྨ
な

ど
詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照（
書
ྨ
༷
式

の
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
研
究
会（
吉

本
商
一
本
部
長
）は
、

令
和
７
年
度
海
外
交
流
事
業

と
し
て
、３
月
12
日
か
ら
15

日
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
訪
問
し

た
。
い
わ
ゆ
る「
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
」
や
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
背
景
に
、
海
外

展
開
を
行
う
日
系
物
流
事
業

者
の
現
場
視
察
と
、
外
国
人

ै
前
は
内
向
き
の
事
故
๷
止

大
会
と
し
て
実
施
し
て
き
た

が
、
ฏ
成
28
年
度
に
事
故
๷

止
大
会
と
協
会
の
ܒ
発
׆
動

を
一
ମ
化
し
、
一
般
都
民
へ

の
発
৴
ܕ
イ
ϕ
ン
ト
と
し
て

フ
ỻ
ス
タ
を
開
催
し
て
以

来
、
新
ܕ
コ
ロ
ナ
΢
イ
ル
ス

感
染
঱
対
策
に
よ
る
中
止
や

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
ڬ
み
な

が
ら
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
る
。

ペ
ー
ジ
か
ら
報

ࠂ
書
の
༷
式
・

ه
ೖ
例
を
ダ
΢

ン
ロ
ー
ド
可

能
）。

ợ
ର
৅
ࣄ
業
ऀ
Ụ

令
和
８
年
３

月
31
日
現
ࡏ

で
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
の

ڐ
可
を
有
す
る
、
す
べ
て
の

事
業
者（
同
日
時
点
で
運
輸

開
࢝
を
し
て
い
な
い
新
規
ڐ

可
事
業
者
を
আ
く
）

ợ
ఏ
ग़
ใ
ࠂ
ॻ
・
ظ
ݶ
Ụ

①
事
業
実
੷
報
ࠂ
書（
７

年
４
月
１
日
～
８
年
３
月
31

日
の
期
間
）
＝
所
ଐ
支
部
事

務
局
に
提
出
す
る
場
合
／
６

月
25
日
ま
で
▽
東
運
支
局
に

ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な
ど
に
関

す
る
意
見
交
換
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
企
業
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
体
得
す
る
こ
と
を
テ

ー
マ
と
し
た
。

視
察
で
は
、
ニ
チ
レ
イ
ロ

ジ
グ
ル
ー
プ
の
現
地
法
人
で

あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
を
訪

問
。
同
社
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
け
る
低
温
物
流
サ
ー
ビ

ス
を
主
流
と
し
て
お
り
、
経

済
成
長
や
消
費
の
変
化
を
背

景
に
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
需

要
が
拡
大
す
る
中
、
イ
ス
ラ

ム
国
家
で
あ
る
同
国
に
お
い

て
ハ
ラ
ル
対
応
や
品
質
認
証

に
よ
る
差
別
化
、
既
存
企
業

買
収
後
の
品
質
改
善
な
ど
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
交
通
マ

ナ
ー
や
道
路
状
況
に
起
因
す

る
事
故
リ
ス
ク
が
高
く
、
現

地
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
教

育
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
共
配
倉
庫
、

大
型
商
業
施
設
の
荷
さ
ば
き

所
な
ど
を
視
察
。
今
回
の
視

察
を
通
じ
て
、
国
内
で
の
外

国
人
材
の
活
用
に
当
た
り
、

文
化
や
宗
教
へ
の
理
解
の
重

要
性
を
挙
げ
、
人
手
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
な
ど

の
技
術
導
入
を
含
め
た
持
続

可
能
な
物
流
体
制
の
構
築
が

必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

提
出
す
る
場
合
／
７
月
10
日

ま
で②

事
業
報
ࠂ
書（
営
業
報

ࠂ
書
）
＝
報
ࠂ
規
則
に
基
づ

き
、
ຖ
事
業
年
度
経
過
後
１

０
０
日
以
内
に
提
出

˞
決
算
期
が
３
月
の
事
業

者
は
、
事
業
実
੷
報
ࠂ
書
と

同
༷
の
期
日
ま
で
に
提
出
す

る
こ
と
。

҆
શ
૷
ஔ
౳
ಋ
ೖ
ଅ
ਐ
ॿ
੒

東
ト
協
ɾ
શ
ト
協
ʗ
̔
年
度

ࣄ
ۀ
࣮
੷
ใ
ࠂ
ॻ

ɾ
ࣄ
ۀ
ใ
ࠂ
ॻ

ఏग़
ݶظ

６月25日所属支部

７月10日東運支局

̕
ʗ
��
։
࠵
४
උ
ਐ
Ή

ձ
һ
ڠ
ࢍ
Λ
ݺ
ͼ
͔
͚

ϑ
ỻ
ε
λ
࣮
ߦ

ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

東ト協ࣗಈ఺ثػݺಋೖʹॿ੒
̍ࣾ�୆্ݶ��ສԁ

શ
τ
ڠ
ॿ
੒
ͱ
ซ
༻
΋
Մ
ೳ̕

年
２
݄
��
೔
·
Ͱ

ਃ
੥

ड
෇

東ト協
８年度

ϚϨʔγΞͰ෺ྲྀݱ৔Λ࡯ࢹ

ϩ
δ
ݚ
ւ
֎
ަ
ྲྀ
ࣄ
ۀ

東
ト
協

̓
年
度
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東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

உ
性
ド
ラ
イ
バ
ー
໔
ڐ
取
得

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
問

題
を
ଧ
開
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

大
ܕ
・
中
ܕ
・
準
中
ܕ
各
自

動
車
໔
ڐ
の
新
規
取
得
と
あ

わ
せ
、８
Ἁ
ݶ
定
中
ܕ
・
５

Ἁ
ݶ
定
準
中
ܕ
໔
ڐ
の
ݶ
定

ղ
আ
අ
用
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
。

助
成
内
༰
な
ど
は
次
の
通

り
。

ở
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

８
年
４
月
１
日
～
９
年
１

月
29
日（
必
着
／
予
算
額
に

達
し
次
第
、受
付
終
了
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
協
会
員
で
会
අ
の
଺

ೲ
が
な
い
中
খ
企
業
者（
資

本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総

額
が
３
ԯ
円
以
下
、
ま
た
は

ৗ
時
使
用
す
る
ै
業
員
の
数

が
３
０
０
人
以
下
の
会
社
お

よ
び
ݸ
人
）

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

▽
大
ܕ
・
中
ܕ
・
準
中
ܕ

໔
ڐ
の
新
規
取
得
＝
上
ݶ
５

万
円▽

中
ܕ
・
準
中
ܕ
໔
ڐ
の

ݶ
定
ղ
আ
審
査
＝
上
ݶ
３
万

円ởॿ
੒
ਓ
਺
Ỡ

１
会
員
事
業
者
当
た
り
５

人
ま
で

ở
ॿ
੒
ཁ
݅
Ỡ

▽
助
成
対
象
の
உ
性
ド
ラ

イ
バ
ー
は
原
則
、
助
成
金
交

付
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
以

݈
਍
の
受
਍
促
進
を
図
る

た
め
、
８
年
度「
݈
߁
਍
அ

助
成
事
業
」（
ط
ใ
̐
݄
ø÷
日

߸
）を
実
施
し
て
お
り
、
一

定
の
条
݅
に
よ
り
受
਍
අ
用

の
一
部
と
し
て
、
１
人
当
た

り
上
ݶ
３
０
０
０
円（
１
社

東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
６

月
13
・
14
日

（
౔・日
༵
日
）、

令
和
８
年
度
第

１
回「
本
部
集

ஂ
݈
਍
」（
定
期

݈
߁
਍
அ
）を

実
施
す
る（
本

߸
ʹ
ν
ラ
シ
Λ
ಉ
෧
）。

受
਍
対
象
者
は
、
東
ト
協

会
員
事
業
所
に
ࡏ
੶
す
る
ै

業
員
。
定
期
݈
਍
߲
目
の
ほ

か
、
؟
底
ݕ
査
・
大
௎
が
Μ

ݕ
਍
の
受
਍
も
可
能
。

申
し
込
み
は
５
月
12
日
ま

で（
受
਍
枠
に
空
き
が
あ
る

場
合
、
受
付
期
間
以
߱
も
受

け
付
け
る
）。
日
程
は
、
原

則
と
し
て
表
の
通
り
。
２
日

間
合
計
で
10
の
時
間
ଳ
別

に
各
40
人（
表
の
ᶈ
の
み
20

人
）、
各
時
間
ଳ
に
つ
き
１

事
業
者
10
人
ま
で
申
し
込
み

が
可
能
。

申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
申
込
フ
Ỽ

ー
ム
」か
ら
行
う
。

会
場
は
東
ト
総
合
会
ؗ
、

受
付
は
１
֊
ロ
Ϗ
ー
に
て
。

ࠞ
感・ࡶ
染
঱
予
๷
の
た
め
、

時
間
͝
と
に
人
数
制
ݶ
を
設

け
て
い
る
。
ま
た
、
各
時
間

ଳ
の
受
付
開
࢝
直
後
は
ロ
Ϗ

ー
が
ࠞ
ࡶ
す
る
た

め
、
受
付
時
間
内
で

の
分
ࢄ
に
よ
る
来
ؗ

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

本
部
集
ஂ
݈
਍

は
、
定
期
݈
਍
受
਍

཰
向
上
対
策
の
一
環

と
し
て
、
各
支
部
に

お
け
る
集
ஂ
݈
਍
を

補
完
す
る
ܗ
で
実
施

し
て
い
る
も
の
。

東
ト
協
で
は
定
期

に
つ
き
上
ݶ
30
人
・
東
ト
協

ొ
࿥
車
両
数
ま
で
）を
助
成

し
て
い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
は
４
月

13
日
か
ら
、
令
和
８

年
度「
ਭ
຾
時
ແ
呼

ٵ
঱
ީ
）܈
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ
ݕ

査
助
成
事
業
」
の
申

請
受
付
を
行
っ
て
い

る
。
運
転
ো
害
の
一

Ҽ
と
な
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
を

自
֮
・
改
善
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
݈
߁

起
Ҽ
事
故
๷
止
お
よ

び
労
働
ࡂ
害
事
故
๷

止
を
図
る
た
め
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
の
協
調
助
成
に
よ

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

ঁ
性
ド
ラ
イ
バ
ー
໔
ڐ
取
得

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
問

題
を
ଧ
開
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

大
ܕ
・
中
ܕ
・
準
中
ܕ
各
自

動
車
໔
ڐ
の
新
規
取
得
と
あ

わ
せ
、８
Ἁ
ݶ
定
中
ܕ
・
５

Ἁ
ݶ
定
準
中
ܕ
໔
ڐ
の
ݶ
定

ղ
আ
අ
用
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
。

助
成
内
༰
な
ど
は
次
の
通

り
。

ở
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

８
年
４
月
13
日
～
９
年
１

月
29
日（
必
着
／
予
算
額
に

達
し
次
第
、受
付
終
了
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
協
会
員
で
会
අ
の
଺

ೲ
が
ແ
い
中
খ
企
業
者（
資

本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総

額
が
３
ԯ
円
以
下
、
ま
た
は

ৗ
時
使
用
す
る
ै
業
員
の
数

が
３
０
０
人
以
下
の
会
社
お

よ
び
ݸ
人
）

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

取
得
අ
用
の
３
分
の
２
。

た
だ
し
、上
ݶ
は
次
の
通
り
。

▽
大
ܕ
໔
ڐ
＝
26
万
７
０

０
０
円

▽
中
ܕ
໔
）ڐ
ݶ
定
ղ
আ

を
含
Ή
）＝
18
万
円

▽
準
中
ܕ
໔
）ڐ
ݶ
定
ղ

আ
を
含
Ή
）
＝
26
万
７
０
０

０
円

ở
ॿ
੒
ਓ
਺
Ỡ

上
ݶ
な
し

ở
ॿ
੒
ཁ
݅
Ỡ

▽
助
成
対
象
の
ঁ
性
ド
ラ

り
、
ݕ
査
අ
用
の
一
部
助
成

を
実
施
す
る
。

ở
ਃ
ࠐ
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

４
月
13
日
～
12
月
18
日
ま

で（
４
月
１
日
以
߱
に
実
施

し
た
ݕ
査
に
つ
い
て
も
、
助

成
要
݅
を
ຬ
た
す
場
合
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
対
象
と
す
る
）

ở
ର
৅
ऀ
Ỡ

会
員
事
業
者
の
都
内
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
運
転
者

ở
ର
৅
ݕ
ࠪ
Ỡ

第
１
次
ݕ
査（
؆
қ
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
ν
ỻ
ッ
ク
、

ղ
ੳ
、
൑
定
）お
よ
び
第
２

次
ݕ
査（
ύ
ル
ス
オ
キ
シ
ϝ

東
ト
協
は
４
月
13
日
か

ら
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
取
次
事
業
と
し
て
、
令
和

８
年
度「
݂
ѹ
計
導
ೖ
促
進

助
成
事
業
」
の
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
る
。

過
労
ࢮ
や
݈
߁
起
Ҽ
事
故

の
原
Ҽ
と
な
る
೴
・
৺
ଁ
࣬

ױ
は
、
高
݂
ѹ
が
要
Ҽ
と
さ

れ
て
お
り
、
ͦ
の
予
๷
と
し

て
݂
ѹ
ଌ
定
が
ॏ
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
業
務
前
点
呼
に

お
け
る
݂
ѹ
ଌ
定
に
׆
用
で

イ
バ
ー
は
原
則
、
助
成
金
交

付
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
以

上
、
ͦ
の
会
社
に
継
続
勤
務

す
る
こ
と

▽
取
得
し
た
໔
ڐ
に
つ
い

て
、
ࠃ
お
よ
び
関
係
ஂ
ମ
な

ど
か
ら
助
成
金
が
交
付
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

▽
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
よ
る「
ए
年
ド
ラ
イ
バ
ー

等
確
保
の
た
め
の
運
転
໔
ڐ

取
得
支
援
助
成
事
業
」
と
の

併
用
申
請
が
可
能（
ผ
ܝ
参

র
）詳

細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

以
߱
に
࠾
用
、
②
ฏ
成
ݩ
年

６
月
２
日
以
߱
の
生
ま
れ
、

③
７
年
４
月
１
日
以
߱
に
指

定
自
動
車
教
習
所
な
ど
を
׆

用
し
、
特
例
教
習
を
受
講
修

了
、
ま
た
は
準
中
ܕ
໔
ڐ
を

取
得
し
、
ͦ
の
අ
用
全
額
を

会
員
事
業
者
が
ෛ
担
、
④
申

請
時
に
会
員
事
業
者
に
ࡏ

੶
し
、
運
転
者
と
し
て
ै
事

（
高
等
学
ߍ
新
ଔ
者
な
ど
で
、

ೖ
社
前
の
ࡏ
学
中
ợ
７
年
度

中
Ụに
準
中
ܕ
໔
ڐ
を
取
得

し
た
場
合
も
対
象
）

ᾈ
外
ࠃ
人
ド
ラ
イ
バ
ー

東
ト
協
会
員
の
事
業
所
に

ࡏ
੶
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
で
、
①
自
動
車
運
送
業

分
໺
特
定
ٕ
能
１
߸
ධ
価
試

験（
ト
ラ
ッ
ク
）に
合
格
、②

特
定
׆
動
の
ࡏ
ཹ
資
格
を
取

得
、
③
７
年
４
月
１
日
以
߱

に
受
講
し
、
外
໔
切
ସ（
ී

通
໔
ڐ
ま
た
は
準
中
ܕ
໔

ڐ
）に
お
け
る
ٕ
能
・
知
識

確
認
に
合
格
、
④
申
請
時
に

会
員
事
業
者
に
ࡏ
੶
し
、
運

転
者
と
し
て
ै
事

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

▽
特
例
教
習

上
、
ͦ
の
会
社
に
継
続
勤
務

す
る
こ
と

▽
取
得
し
た
໔
ڐ
に
つ
い

て
、
ࠃ
お
よ
び
関
係
ஂ
ମ
な

ど
か
ら
助
成
金
が
交
付
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

▽
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
よ
る「
ए
年
ド
ラ
イ
バ
ー

等
確
保
の
た
め
の
運
転
໔
ڐ

東
ト
協
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取

次
事
業
と
し
て
、
令

和
８
年
度「
ए
年
ド

ラ
イ
バ
ー
等
確
保
の

た
め
の
運
転
໔
ڐ
取
得
支
援

助
成
事
業
」
の
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
ྸ
化
が
進
行
し
、
人
手
不

足
の
状
況
が
継
続
し
て
い
る

中
で
、
ए
年
・
外
ࠃ
人
ド
ラ

イ
バ
ー
の
࠾
用
を
支
援
す
る

た
め
、
新
た
に
運
転
者
と
し

て
࠾
用
し
た
ए
年
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
の
特
例
教
習
や
準
中

ܕ
໔
ڐ
の
取
得
、
外
ࠃ
໔
ڐ

切
ସ
講
習
に
係
る
අ
用
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
。

ở
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

４
月
13
日
～
９
年
２
月

26
日（
予
算
額
に
達
し
次
第
、

受
付
終
了
）。
同
期
間
に
助

成
金
申
請
書
を
提
出
し
た
も

の
が
対
象

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

ᾇ
ए
年
ド
ラ
イ
バ
ー

東
ト
協
会
員
の
事
業
所
に

ࡏ
੶
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
で
、
①
７
年
４
月
１
日

き
る
、
高
機
能
な
݂
ѹ
計
の

ී
ٴ
を
図
る
た
め
、
අ
用
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

助
成
事
業
の
実
施
要
ྖ

は
、次
の
通
り
。

ở
ਃ
੥
ड
෇
ظ
ؒ
Ỡ

４
月
13
日
～
９
年
１
月
29

日
ま
で（
必
着
／
予
算
額
に

達
し
次
第
、受
付
終
了
）

˞
４
月
１
日
以
߱
に
ߪ
ೖ

し
た
機
ث
に
つ
い
て
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
対
象
と
す
る

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

１
୆
に
つ
き
上
ݶ
５
万
円

と
し
、取
得
価
格（
੫
ൈ
き
）

の
２
分
の
１
ま
で

ở
ର
৅
ػ
ث
Ỡ

全
ト
協
認
定
機
ث

エ
ー
・
ア
ン
ド
・
σ
イ
／

全
自
動
݂
ѹ
計
਍
೭
助
Ｓ
̻

ｉ
̼
▽
オ
ム
ロ
ン
ϔ
ル
ス
ケ

ア
／
自
動
݂
ѹ
計
݈
太
࿠
▽

キ
Ϡ
ϊ
ン
マ
ー
ケ
ς
ィ
ン
グ

ジ
Ỿ
ύ
ン
／
全
自
動
݂
ѹ
計

▽
ス
ζ
ケ
ン
／
全
自
動
݂
ѹ

計
▽
タ
χ
タ
／
全
自
動
݂
ѹ

計（
８
年
４
月
１
日
現
ࡏ
・

ϝ
ー
カ
ー
50
Ի
順
）

ܕ
式
な
ど
は
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）を
参
照

受
講
අ
用
の
３
分
の
１

（
上
ݶ
10
万
円
）

▽
準
中
ܕ
໔
ڐ
取
得

新
規
取
得
お
よ
び
ී
通
໔

ڐ
取
得
後
に
取
得
＝
上
ݶ
４

万
円５

Ἁ
ݶ
定
準
中
ܕ
໔
ڐ
の

ݶ
定
ղ
আ
＝
上
ݶ
２
万
５
０

０
０
円

▽
外
໔
切
ସ
講
習

受
講
අ
用
の
２
分
の
１

（
上
ݶ
４
万
円
）

˞
１
事
業
者
当
た
り
の
助

取
得
支
援
助
成
事
業
」
と
の

併
用
申
請
が
可
能（
ผ
ܝ
参

র
）詳

細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ー
タ
ー
な
ど
に
よ
る
؆
қ
ス

ク
リ
ー
χ
ン
グ
ݕ
査
）を
セ

ッ
ト
で
実
施
す
る
も
の

ở
ର
৅
ਓ
਺
Ỡ

東
ト
協
分
２
０
０
０
人
／

全
ト
協
分
２
８
７
０
人（
定

員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了
）

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

１
社
に
つ
き
30
人
ま
で
、

１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
を

上
ݶ
と
す
る（
東
ト
協
２
５

０
０
円
／
全
ト
協
２
５
０
０

円
）˞

助
成
金
額
は
ݕ
査
අ
用

を
上
ݶ
と
す
る
。
࠶
ݕ
査
は

ݕ
査
අ
用
の
半
額
ま
で
と

し
、
１
人
当
た
り
５
０
０
円

を
上
ݶ
と
す
る

申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）の「
申

込
フ
Ỽ
ー
ム
」
か
ら
行
い
、

助
成
適
用
の
可
൱
を
確
認
し

た
上
で
、
ݕ
査
機
関
に
予
約

す
る
。

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照（
申
請
༷
式
な
ど
の
ダ

΢
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
）

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
協
会
員
の
中
খ
企
業

者（
資
本
金
ま
た
は
出
資
総

額
が
３
ԯ
円
以
下
、
ま
た
は

ৗ
時
使
用
す
る
ै
業
員
の
数

が
３
０
０
人
以
下
の
会
社
お

よ
び
ݸ
人
）

申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
東
ト
協
̝
̥
参
照

（
申
請
書
ྨ
༷
式
の
ダ
΢
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
）。

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

成
額
は
、
合
計
で
30
万
円
を

上
ݶ
と
す
る

同
助
成
制
度
は
、
東
ト
協

が
実
施
し
て
い
る
ঁ
性
・
உ

性
ド
ラ
イ
バ
ー
໔
ڐ
取
得
助

成
制
度
と
の
併
用
が
可
能
だ

が
、
取
得
අ
用
を
௒
え
た
場

合
は
助
成
額
を
減
額
す
る
。

詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

東
ト
協

̔
年
度

東
ト
協

̔
年
度

東
ト
協

̔
年
度

̍
ਓ
্
ݶ
̏
０
０
０
ԁ
ॿ
੒

உ
ੑ
υ
ϥ
Π
ό
ồ

ঁ
ੑ
υ
ϥ
Π
ό
ồ

ए
年
ɾ
֎
ࠃ
ਓ
υ
ϥ
Π
ό
ồ
͕
ର
৅

ӡ
స
໔
ڐ
औ
ಘ
Λ
ࢧ
ԉ

ӡ
స
໔
ڐ
औ
ಘ
Λ
ࢧ
ԉ

免
許
取
得
費
用
を
助
成

６
月
13
・
14
日
実
施

ຊ෦ूஂ݈਍ ８年度
ୈ̍ճ東ト協

̨̨̖εΫϦʔχϯάࠪݕ

શτڠऔ࣍

東ト協
８年度

݂
ѹ
ܭ
ಋ
ೖ
ଅ
ਐ
ॿ
੒

্
ݶ
̑
ສ
ԁ

શ
τ
ڠ
औ
࣍

東ト協
８年度

ॿ
੒
ֹ
̍
ਓ
̑
０
０
０
ԁ
ʹ
૿
ֹ

ਃ
͠
ࠐ
Έ
̑
݄
��
೔
·
Ͱ

◆健診開催日時◆

６月13日（土） ６月14日（日）
①  ８  時30分～  ９  時30分 ⑦  ８  時30分～  ９  時30分

②  ９  時30分～10時30分 ⑧  ９  時30分～10時30分

③10時30分～11時30分 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※申し込みは原則、時間帯別と
し、①～⑩のいずれかの枠
で。定員は各時間帯とも40
人、⑥のみ20人⑥15時30分～16時00分
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年３月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 109 42 31 8 0 14 2 0 0 46 252
関与事故件数 109 33 36 8 0 7 2 0 0 116 311
（前年比） +12 −8 +6 +3 ±0 −15 −5 ±0 ±0 +20 +13

中
型

１当件数 78 46 28 11 0 16 7 1 0 27 214
関与事故件数 74 42 31 11 0 14 7 1 0 79 259
（前年比） +14 +8 +8 +5 ±0 +1 +1 ±0 −1 −12 +24

準
中
型

１当件数 127 85 50 7 4 17 5 0 0 72 367
関与事故件数 136 78 66 7 4 16 4 0 0 194 505
（前年比） −3 −2 −3 −1 −1 −4 −9 ±0 −1 +8 −16

普
通
・
軽

１当件数 397 190 198 39 21 58 23 5 2 164 1,097
関与事故件数 423 179 240 39 21 57 24 5 2 460 1,450
（前年比） −43 −14 +7 ±0 −5 +11 +1 −3 +2 −31 −75

合
計

１当件数 711 363 307 65 25 105 37 6 2 309 1,930
関与事故件数 742 332 373 65 25 94 37 6 2 849 2,525
（前年比） −20 −16 +18 +7 −6 −7 −12 −3 ±0 −15 −54

死
者
数

大型貨物車（１当） 3 1 1 3 0 0 0 0 0 1 9
中型貨物車（１当） 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2
準中型貨物車（１当） 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 3
普通・軽貨物車（１当） 0 1 2 1 0 2 1 0 0 2 9

ɹྩ࿨̔೥݄̏ ຤
ͷ౎಺શҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ೥
176݅
ʣ͸30ܭྦྷͰɺલ೥
ಉظൺ73݅૿Ճ͕ͨ͠ɺࢮ
ऀ134ਓͰલ೥ಉظൺ12
গͱͳͬͨɻݮ݅
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ

ʢʮҧ൓ผʯදͷԼஈʮ஫ʯ
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸2
525݅Ͱɺલ೥ಉظൺ

23ऀࢮগ͕ͨ͠ɺݮ54݅
ਓͰલ೥ಉظൺ̐݅૿Ճͱ
ͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬320͕ނࣄޓ
݅Ͱલ೥ಉظൺ22݅૿Ճ
͠ɺऀࢮ਺͸̍ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕742
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ20݅ݮগ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

警
視
庁
は
４
月
１
日
、
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐

車
規
制
の
見
直
し
を
行
い
、

令
和
７
年
度
分
と
し
て
新
た

に
42
か
所
・
計
67
枠
の
ઐ
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
し

た（
̓
೥
ø÷
݄
຤
෼
ùý
͔
ॴ
・

ûù
࿮
͸
̎
݄
ùü
日
߸
ط
ใ
）。

こ
れ
に
よ
り
、
ݩ
年
度
に
同

ス
ペ
ー
ス
の
設
ஔ
を
開
࢝
し

て
以
来
、
設
ஔ
数
は
ྦྷ
計
２

２
５
か
所
と
な
っ
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
都
৺
部
特
有
の
駐
車
問

題
が
業
ք
の
生
࢈
性
向
上
や

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
対
策
、
労

働
条
݅
改
善
の
્
害
要
Ҽ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ͦ

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
的
に
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
物
流
੓
策
ҕ

員
会（
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠
ҕ
員
長
）

で
は
、
会
員
事
業
者
を
対
象

に
駐
車
ҧ
反
取
締
り
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

ͦ
の
結
果
を
౿
ま
え
て
駐
車

規
制
؇
和
要
望
エ
リ
ア
を
取

り
ま
と
め
る
な
ど
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
֦
大
と
制
度
見
直

し
の
両
面
か
ら
対
策
を
講
͡

て
い
る
。

東
ト
協
は
３
月
３
日
、
警

視
庁
交
通
部
長
に「
貨
物
集

配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規

制
の
見
直
し
の
推
進
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
」を
提
出
。

貨
物
車
ઐ
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
増
設
さ
れ
て
い
る
も
の

ް
生
労
働
ল
は
、
৬
場
に

お
け
る
೤
中
঱
予
๷
対
策
の

徹
底
を
図
る
た
め
、５
月
か

ら
９
月
ま
で「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
̥
ʂ

೤
中
঱
ク
ー
ル
ϫ
ー
ク
キ
Ỿ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
す
る
。

同
キ
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
は
、３

月
新
た
に
策
定
さ
れ
た「
৬

場
に
お
け
る
೤
中
঱
๷
止
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
く
対
策
の

प
知
・
徹
底
を

目
的
と
し
、
労

働
ࡂ
害
๷
止
ஂ

ମ
な
ど
と
連
ܞ

し
て
ల
開
。
事

業
場
に
対
し
、

ϙ
ー
タ
ル
α
イ

ト
や
講
習
動
画

な
ど
を
通
͡
て

の
、
依
然
と
し
て
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

駐
車
規
制
の
見
直
し
な
ど
を

求
め
て
い
く
方
਑
だ
。

ま
た
、
同
ҕ
員
会
は
、
当

該
ス
ペ
ー
ス
の
ར
用
に
当
た

り
、
集
配
中
プ
Ϩ
ー
ト（
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員

ઐ
用
ペ
ー
ジ
に
掲
ࡌ
）を
車

両
ダ
ッ
シ
ỿ
Ϙ
ー
ド
上
に
掲

ࣔ
し
、
駐
車
時
間
は
20
分
以

内
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

貨
物
集
配
中
の
車
両
に
係

る
駐
車
規
制
の
見
直
し
場
所

一
ཡ（
令
和
７
年
度
分
）は

表
の
通
り
。

キ
Ỿ
ン
ペ
ー
ン
を
通
͡
、

事
業
者
と
労
働
者
૒
方
に
対

し
、
ૣ
期
発
見
・
ૣ
期
対
応

東
ト
協
は
、
警
視
庁
主
催

の
令
和
８
年
度「
セ
ー
フ
ς

ィ
ド
ラ
イ
ブ・コ
ン
ς
ス
ト
」

に
参
加
す
る
会
員
事
業
者
に

対
し
、
参
加
支
援
助
成
を
実

施
す
る
。
コ
ン
ς
ス
ト
は
、

７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
６
か
月
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
る
。

助
成
対
象
は
、
同
コ
ン
ς

ス
ト
に
参
加
申
請
を
行
っ
た

会
員
事
業
者
。
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
東
京
都
事
務

所
が
交
付
す
る
運
転
ه
࿥
証

明
書
の
発
行
අ
用（
１
人
当

た
り
８
０
０
円
）を
助
成
す

る
も
の
。

参
加
方
法
は
、
東
ト
協
ホ

の
ମ
制
構
ங
と
日
ৗ
的
な
予

๷
行
動
の
定
着
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

ܒ
発
を
行
う
。

ॏ
点
事
߲
と

し
て
、
①
ॵ
さ

指
数（
Ｗ
̗
Ｇ

Ｔ
値
）の
೺
Ѳ
と
ͦ
の
値
に

応
͡
た
対
策
の
適
切
な
実

施
、
②
೤
中
঱
の
ॏ
ಞ
化
に

よ
る
ࢮ
๢
ࡂ
害
の
๷
止
に
向

け
た
ମ
制
੔
උ
や
対
応
手
順

の
࡞
成
と
प
知
、
③
౶
೘
ප

や
高
݂
ѹ
঱
な
ど
基
礎
࣬
ױ

を
有
す
る
労
働
者
へ
の
配
ྀ

―
―
を
掲
げ
て
い
る
。

৬
場
に
お
け
る
೤
中
঱
に

よ
る
ࢮ
ই
ࡂ
害
は
増
加
܏
向

に
あ
り
、
特
に
、
労
働
Ӵ
生

教
育
の
ະ
実
施
や
基
礎
࣬
ױ

な
ど
を
有
す
る
者
へ
の
配
ྀ

不
足
な
ど
、
基
本
的
対
策
の

不
උ
が
み
ら
れ
る
事
例
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、同
ল
は「
Ｗ

̗
Ｇ
Ｔ
値
の
׆
用
や
݈
߁
管

理
、教
育
の
徹
底
が
不
可
ܽ
」

と
し
て
い
る
。

が
送
付
さ
れ
る
。

な
お
、
東
ト
協
に
よ
る
参

加
支
援
助
成
は
、
コ
ン
ς
ス

ト
参
加
申
請
の
完
了
後
、
別

్
助
成
金
交
付
申
請
を
行

う
。
助
成
は
、
ݸ
人
の
運
転

ه
࿥
証
明
書
の
取
得
݅
数
と

合
わ
せ
た
、
助
成
金
上
ݶ
枠

内
で
行
わ
れ
る
。

参
加
申
請
の
締
め
切
り
は

６
月
30
日
。
助
成
制
度
の
詳

細
や
申
請
方
法
は
、
東
ト
協

)
̥
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
助
成
金

交
付
申
請
書
送
付
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
(（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
、

˟
１
６
０
㿌
０
０
０
４
新
॓

۠
࢛
୩
３
の
１
の
８
）

▽
参
加
申
込
書
ྨ
送
付
先

＝
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
東
京
都
事
務
所（
☎
03
・

５
７
８
１
・
３
６
６
０
、
˟

１
４
０
㿌
８
６
８
２
඼
઒
۠

東
大
Ҫ
１
の
12
の
５
警
視
庁

伸
ऱ
運
転
໔
ڐ
試
験
場
内
）

ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）か
ら

申
請
書
お
よ
び
ҕ
任
状
の
༷

式
を
ダ
΢
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
߲
を
ه
ೖ
の
上
、
コ
ン

ς
ス
ト
参
加
申
請
料
の
支
払

証
明
書（
振
込
証
明
書
の
写

し
な
ど
）を
ఴ
え
て
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
直
઀
郵
送
す
る
。

１
ν
ー
ム
は
５
人
一
組
で
ฤ

成
す
る
。
コ
ン
ς
ス
ト
終
了

後
、
結
果
お
よ
び
運
転
ه
࿥

証
明
書
は
、
ҕ
任
状
ه
ࡌ
の

事
業
者
Ѽ
に
同
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
る
ほ
か
、
ແ
事

故
・
ແ
ҧ
反
を

達
成
し
た
ν
ー

ム
に
は
、
警
視

庁
か
ら
ه
೦
඼

՟෺ू഑தͷं྆ʹ܎Δறंݟ੍ن௚͠৔ॴҰཡʢྩ࿨�೥౓ʣ
ॴ׋ॺ ࿮਺ʣࢪ場ॴʢ࣮ࢪ࣮ ࣌ؒ
ా　ࡾ 5ʵ18ʢ3ʣࣳ۠ߓ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ా　ו େా۠東អ୩6ʵ9ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ौ　୩ ौ୩۠Ӊా川21ʵ1ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ौ　୩ ौ୩۠Ӊా川21ʵ1ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ौ　୩ ौ୩۠Ӊా川24ʵ1ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ौ　୩ ौ୩۠Ӊా川25ʵ10ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
૥　י ๛ౡ۠๺େ௩1ʵ15ʢ3ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ଜ　ࢤ ൘ࡔ۠ڮԼ3ʵ14ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
্　໺ ୆東্۠໺4ʵ10ʢ2ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
੢৽Ҫ ଍立۠੢৽Ҫ1ʵ33ʢ2ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ҁ　੉ ଍立۠ୢপ1ʵ2ʢ2ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
立　川 立川ࣲ࡚ࢢொ2ʵ2ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
東େ࿨ 東େ࿨1ٰ͕ࡩࢢʵ1425ʢ2ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
東େ࿨ ෢ଂଜࢢࢁ྘ٰ͕1460ʢ2ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
ా　ແ ੢東京ࢢ༄୔6ʵ4ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
খ　ฏ খฏࢢখ川東ொ1ʵ21ʢ1ʣ 9ɿ00 ～ 21ɿ00
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●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、警
視
庁
交
通
部
に
、「
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐

車
規
制
の
見
直
し
の
推
進
に

関
す
る
要
望
に
つ
い
て
」
を

提
出
す
る（
３
日
）

●
関
東
経
済
産
業
局
と
関

東
運
輸
局
、「
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
ｉ

ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
～
と
も
に

考
え
る
持
続
可
能
な
物
流
の

あ
り
方
～
」
を
開
催
。
物
流

事
業
者
や
荷
主
企
業
の
担
当

者
ら
が
多
数
参
加
す
る（
３

日
）●

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
第
２
１
４
回
理
事
会
を

開
催
し
、
令
和
８
年
度
の
事

業
計
画
書（
案
）や
一
般
会

計
・
交
付
金
特
別
会
計
の
各

収
支
予
算
書（
案
）な
ど
を

審
議
・
承
認
す
る（
５
日
）

●
関
運
局
・
関
経
局
・
公

正
取
引
委
員
会
、
関
東
商
工

会
議
所
連
合
会
に
対
し
、
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向

け
た
取
引
環
境
の
適
正
化
お

よ
び
法
令
遵
守
の
徹
底
に
つ

い
て
、
連
名
で
協
力
を
求
め

る（
10
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
７
年
度

第
４
回
理
事
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
、
８
年
度
事

業
計
画
書
・
収
支
予
算
書

（
案
）な
ど
を
審
議
・
承
認

す
る（
25
日
）

●
全
ト
協
、
全
国
ハ
イ
ヤ

ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
、
日

本
バ
ス
協
会
、
自
由
民
主
党

本
部
で「
燃
料
価
格
高
騰
等

経
営
危
機
突
破
総
決
起
大

会
」
を
開
催
し
、
約
６
５
０

人
が
参
集
す
る（
27
日
）

●
参
議
院
本
会
議
、「
運
輸

事
業
の
振
興
の
助
成
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
を
全
会
一
致
で
可

決
・
成
立
す
る
。
運
輸
事
業

振
興
助
成
交
付
金
制
度
は
令

和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
、維
持
さ
れ
る（
31
日
）

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
協
同

組
合
連
合
会（
椎

名
幸
子
会
長
）は

こ
の
ほ
ど
、
第
44

回「
運
賃
動
向
に

関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
の
結

果
を
取
り
ま
と
め

た
。
調
査
対
象
基

準
日
は
１
月
31
日

時
点
。
回
答
は
１

５
６
事
業
者
か
ら

得
た（
以
下
、
回

答
割
合
は
各
設
問

の
有
効
回
答
に
対

す
る
構
成
比
。
前

東
京
都
環
境
局
は
、
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や

す
い
５
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運

行
管
理
者
に

対
し
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
や

ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
遵
守
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
停
止
に
よ
り
排
出

ガ
ス
を
削
減
し
、
大
気
汚
染

回
調
査
は
昨
年

７
月
実
施
）。

現
行
の
収
受

運
賃
・
料
金
は
、
標
準
的
運

賃
と
比
べ「
低
い
」（
35
・
９

％
）が
最
も
多
く
、
こ
れ
に

「
少
し
低
い
」（
34
・
６
％
）、

「
極
め
て
低
い
」（
１
・
９

％
）を
合
わ
せ
た『
低
い
』は

72
・
４
％
と
な
り
、
前
回
調

査
よ
り
１
・
５
㌽
増
加
し
た

（
グ
ラ
フ
①
）。

最
近
半
年
間
の
運
賃
・
料

金
の
収
受
状
況
は
、「
特
に

変
化
は
な
い
」（
69
・
９
％
）

が
最
多
で
、「
値
上
げ
に
な

っ
た
」（
28
・
２
％
）は
前
回

よ
り
５
・
１
㌽
減
少
し
た
。

の
抑
制
を
図
る
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
工

場
・
事
業
場
お
よ
び
自
動
車

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素

酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
、
オ
ゾ
ン

な
ど
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
４

月
13
日
か
ら
、

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
取
り

次
ぎ
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年

度「
ド
ラ
イ
バ

ー
等
安
全
教
育

訓
練
促
進
助
成

事
業
」
の
申
請

受
付
を
行
っ
て

泊
２
日
）が
１
人
１
万
円
、

特
別
研
修（
２
泊
３
日
ま
た

は
４
泊
５
日
）が
受
講
料
の

７
割
を
助
成
。
安
全
性
優
良

（
Ｇ
マ
ー
ク
）
事
業
所
の
場

合
は
、
原
則
と
し
て
受
講
料

全
額
を
助
成
す
る
。

申
し
込
み
手
続
き
は
、
東

ト
協
へ
助
成
枠
の
空
き
状
況

を
確
認
の
上
、
各
安
全
教
育

聴
式
）１
日
目
／
午
前
10
時

～
午
後
４
時
45
分
、
２
日
目

／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
、３
日
目
／
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

▽
受
講
対
象
＝
①
運
行
管

理
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
す
る
者
、
②
運
行
管
理

者
の
補
助
者
に
選
任
さ
れ
よ

う
と
す
る
者
、
③
運
行
管
理

者
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
者
、
④
新
た

に
選
任
さ
れ
た
運
行
管
理
者

で
、
過
去
に
基
礎
講
習
を
受

講
し
た
こ
と
が
な
い
者

■
一
般
講
習

▽
受
講
料
＝
３
２
０
０
円

（
現
金
の
み
・
初
日
受
付
時

支
払
い
）

▽
講
習
時
間
＝（
対
面
方

式
）
午
前
10
時
15
分
～
午
後

一
方
、
半
年
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
、「
特
に
変
わ
ら

な
い
と
思
う
」（
65
・
４
％
）

が
大
半
を
占
め
、「
値
上
げ

が
出
来
る
だ
ろ
う
」（
30
・
１

％
）と
す
る
回
答
は
、
前
回

調
査
か
ら
11
・
６
㌽
の
大
幅

な
増
加
と
な
っ
た
。

「
標
準
的
運
賃
」
に
つ
い

て
、
届
出
済
み
事
業
者
の

交
渉
状
況
は
、「
交
渉
し
た
」

（
46
・
２
％
）が
最
も
多
く
、

前
回
よ
り
10
・
５
㌽
増
加
。

「
交
渉
す
る
予
定
」（
19
・
２

％
）を
含
め
る
と
、
65
・
４

％
に
達
し
た
。交
渉
結
果
は
、

「
認
め
ら
れ
た
」（
40
・
３
％
）

が
最
多
と
な
っ
た
一
方
、「
継

訓
練
施
設
に
予
約
し
、
訓
練

終
了
後
に
助
成
申
請
を
行
う
。

詳
細
は
、
全
ト
協
ま
た
は

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。▽

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・

３
６
１
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３

３
５
９
・
４
９
８
３
）

４
時
45
分
、（
動
画
視
聴
方

式
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

30
分▽

受
講
対
象
＝
①
運
行
管

理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
者

で
、
昨
年
度
に
講
習
を
受
講

し
て
い
な
い
者
、
②
新
た
に

選
任
さ
れ
た
運
行
管
理
者
、

③
運
輸
支
局
か
ら
特
別
講
習

の
受
講
通
知
を
受
け
た
運
行

全
教
育
訓
練
の
支
援
・
促
進

を
目
的
と
し
、
全
ト
協
が
指

定
す
る
特
定
ま
た
は
指
定
研

修
施
設
の
研
修
受
講
料
に
つ

い
て
助
成
す
る
も
の
で
、
会

員
事
業
者
の
都
内
事
務
所
に

勤
務
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

が
対
象
。
助
成
対
象
人
数
は

１
社
10
人
ま
で
。

助
成
額
は
、一
般
研
修（
１

自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
東
京
主
管

支
所
は
、
２
０
２
６
年
度
運

行
管
理
者
等
基
礎
講
習
お
よ

び
一
般
講
習
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵
送
予
約

の
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

開
催
日
程
な
ど
の
詳
細

は
、表
の
通
り
。
い
ず
れ
も

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
る
。

■
基
礎
講
習

▽
受
講
料
＝
８
９
０
０
円

（
現
金
の
み
・
初
日
受
付
時

支
払
い
）

▽
講
習
時
間
＝（
対
面
方

式
）１
日
目
／
午
前
10
時
15

分
～
午
後
５
時
、
２
日
目
／

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
、３
日
目
／
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
、（
動
画
視

ト
が
発
生
す
る
大
気
汚
染
現

象
。
都
は
、
２
０
２
２
年
９

月
策
定
の「
東
京
都
環
境
基

本
計
画
」
で
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
光
化

学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
の
発

令
日
数
ゼ
ロ

を
目
標
に
掲
げ
る
な
ど
、
大

気
環
境
の
一
層
の
改
善
を
目

指
し
て
い
る
。

特
に
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

続
し
交
渉
中
」（
37
・
５
％
）

も
４
割
弱
を
占
め
、「
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
」（
18・１
％
）

を
上
回
っ
た
。
引
き
続
き
、

粘
り
強
い
運
賃
交
渉
が
求
め

ら
れ
る（
グ
ラ
フ
②
）。

労
働
力
お
よ
び「
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
」
で
は
、

こ
こ
半
年
間
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
充
足
状
況
に
つ
い
て
、「
少

し
足
り
な
い
」（
43
・
６
％
）

が
半
数
近
く
を
占
め
、「
か

な
り
不
足
し
て
い
る
」（
17
・

３
％
）、「
完
全
に
不
足
し
て

い
る
」（
10
・
９
％
）を
あ
わ

せ
た『
不
足
』
は
71
・
８
％

と
な
り
、
前
回
よ
り
３
・
４

㌽
増
加
し
、
不
足
感
は
依
然

と
し
て
強
い（
グ
ラ

フ
③
）。

ン
ト
が
高
濃
度
と
な
り
や
す

い
同
期
間
は
、
①
東
京
都
環

境
確
保
条
例
に
基
づ
く
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
お
よ
び
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
遵
守
、

②
不
要
不
急
の
車
両
使
用

の
自
粛
、
③
低
公
害
車
の
優

先
的
な
使
用
―
―
な
ど
に
よ

り
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
削
減

に
努
め
る
よ
う
協
力
を
求
め

て
い
る
。

管
理
者
、
ま
た
は
当
該
通
知

を
受
け
た
営
業
所
に
選
任
さ

れ
て
い
る
運
行
管
理
者
、
④

運
行
管
理
の
補
助
者
な
ど
で

受
講
を
希
望
す
る
者

な
お
、
各
講
習
と
も
受
講

に
当
た
り
、
４
月
か
ら
本
人

確
認
方
法
が
変
更
さ
れ
、
手

帳
に
よ
る
確
認
は
廃

止
と
な
っ
た
。
受
講

に
は
、
公
的
機
関
発

行
の
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書
が
必
要
と

な
る
。

詳
細
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

＝
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
東
京

主
管
支
所
／
指
導
講

習
担
当（
☎
03
・
３

６
２
１
・９
９
４
１
）

い
る
。

受
付
期
間
は
９
年
３
月
13

日
ま
で（
先
着
順
／
予
算
額

に
達
し
次
第
、受
付
終
了
）。

た
だ
し
、
４
月
12
日
ま
で
の

間
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
象
と

す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
や

安
全
運
転
管
理
者
な
ど
の
安

Ίͯ௿͍ۃ
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開 催 日 会　　場

運
管
等
基
礎
講
習

対面講習
７/１㈬～３㈮ スクエア荏原
７/27㈪～29㈬ サンパール荒川
８/25㈫～27㈭

トラック事業健保会館９/15㈫～17㈭
10/26㈪～28㈬
動画視聴講習
2027年３/３㈬～５㈮ トラック事業健保会館

運
管
等
一
般
講
習

対面講習
６/16㈫・18㈭ 東京都立多摩産業交流センター
８/18㈫、９/３㈭ サンパール荒川
８/24㈪
９/８㈫・10㈭・14㈪
10/20㈫・29㈭
11/13㈮・17㈫
12/８㈫

トラック事業健保会館

動画視聴講習
2027年３/２㈫ トラック事業健保会館

◇３月分◇

収受運賃は依然「低い」
運
賃
動
向
調
査

東
ト
協
連

第
44
回

成功へ粘り強い交渉を

「
２
０
２
４
年
問
題
」
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
７
割
に

ドライバー等安全教育
訓練促進助成事業�全ト協８年度

東京都
環境局

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
強
化
で

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
推
進

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

２
０
２
６
年
度

運
管
基
礎
・
一
般
講
習
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ペ
ル
シ
Ỿ
࿷

か
ら
の
原
༉
輸

ೖ
の
停
止
が
長

引
く
中
で
、
運

送
事
業
者
の
目

下
の
関
৺
事
は
、
燃
料
の

ڙ
څ
と
価
格
が
ࠓ
後
ど
う

な
る
か
だ
ろ
う
˗
੓
෎
は

ۓ
急
対
策
と
し
て
、
燃
料

価
格
の
高
騰
を
抑
え
る
補

助
金
の
交
付
や
、
ࠃ
Ո
උ

஝
原
༉
の
์
出
に
౿
み
切

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
燃
料

価
格
が
下
が
る
な
ど
、
ਂ

ࠁ
な
事
ଶ
は
回
ආ
さ
れ
た

が
、
問
題
は
こ
れ
ら
対
策

を
い
つ
ま
で
継
続
で
き
る

か
だ
˗
ڙ
څ
面
に
関
し
、

੓
෎
は
年
明
け
ま
で
確
保

の
目
్
が
つ
い
た
と
し
て

い
る
が
、
流
通
ஈ
֊
で
は

一
部
で
ڙ
څ
停
止
・
制
ݶ

が
起
き
て
い
る
。
ڙ
څ
不

足
へ
の
ݒ
೦
が
১
え
な
い

か
ら
だ
。
事
ଶ
が
長
引
け

͹
、
ṧͻ

っ
ͺ
くഭ
感
が
強
ま
り
、

こ
う
し
た
動
き
が
޿
が
る

ڪ
れ
が
あ
る
˗
さ
ら
に
ࠩ

し
ഭ
っ
た
問
題
は
、
補
助

金
の
ࡒ
ݯ
。
ૣ
け
れ
͹
６

月
に
も
ރ
ׇ
す
る
と
い

う
。
ࠓ
年
度
の
予
උ
අ
౤

ೖ
も
૝
定
さ
れ
る
が
、
ല

大
な
ࡒ
ݯ
を
౤
ೖ
し
続
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

継
続
す
る
に
し
て
も
、
い

ず
れ
補
助
金
を
ॖ
খ
せ
͟

る
を
得
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
˗
原
༉
価
格
が
高

騰
し
、
ࠓ
以
上
の
燃
料
高

が
続
く
ڪ
れ
が
あ
り
、
Կ

と
か
し
て
転
Շ
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
転
Շ
に
は

ݫ
し
い
環
境
と
な
る
৘
੎

だ
が
、
ͦ
れ
以
外
に
現
下

の
事
ଶ
を
৐
り
切
る
手
立

て
は
な
さ
ͦ
う
だ
。

๺۠ඈௗࢁത෺ؗ
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た
な
؍
光
஍
の
ັ
力
を
発
৴

し
、「
こ
こ
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、

現
୅
の
ཱྀ
の
感
֮
に
近
い

σ
β
イ
ン
が
ҹ
象
的
で
す
。

ల
ࣔ
資
料
か
ら
は
、
当
時
の

人
ʑ
が
๊
い
た
期
଴
や
ಌ

れ
、
ཱྀ
へ
の
高
༲
感
が
生
き

生
き
と
఻
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ཱྀ
行
޿
ࠂ
の
中

か
ら
、
現
୅
に
お
け
る
ཱྀ
の

多
༷
性
や
気
ܰ
さ
の
原
点
が

み
て
取
れ
ま
す
。
ཱྀ
が
޿
く

ී
ٴ
し
て
い
っ
た
時
୅
の
空

気
感
が
఻
わ
る
内
༰
で
す
。

近
୅
日
本
に
お
い
て
、

「
ཱྀ
」
は
特
別
な
も
の
か
ら

ࢁ
ത
物
ؗ
の
特
別
ల
ࣔ
ࣨ
で

5
月
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
؍
ཡ
は
ແ
料
で
、

৭
઱
や
か
な
ཱྀ
行
޿
ࠂ
や
資

料
を
通
͡
、
約
１
０
０
年
前

の
人
ʑ
の
ཱྀ
の
༷
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

మ
ಓ
໢
の
発
達
に
よ
り
ԕ

方
へ
の
Ҡ
動
が
༰
қ
と
な

り
、
人
ʑ
の
行
動
ൣ
ғ
は
大

き
く
޿
が
り
ま
し
た
。
当
時

の
ཱྀ
行
޿
ࠂ
は
Թ
ઘ
஍
や
名

所
چ
੻
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新

企
画
展「
モ
ダ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」ཱྀ
ߦ
޿
ࠂ
ʹ
Έ
Δ

େ
ਖ਼
ɾ
ত
࿨
ͷ
ཱྀ

北区飛鳥山博物館

身
近
な
ޘ
ָ
へ
と
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
ͦ
の
過
程
を

঺
հ
す
る
य़
期
企
画

ల「
モ
ダ
ー
ン
・
ジ

Ỿ
ー
χ
ー
大
正
・

ত
和
期
の
ཱྀ
行
޿
ࠂ

で
た
ど
る
ཱྀ
の
近
୅

࢙
」
が
、
๺
۠
ඈ
ௗ

ࠓ
回
は
、
Ԟ
多
ຎ
に

あ
る「
ࢁ
の
;
る
さ
と

ଜ
」で
開
催
さ
れ
た「
य़

ま
つ
り
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ࢁ
の
;
る
さ

と
ଜ
は
、
Ԟ
多
ຎ
ބ
の

ほ
と
り
に
あ
る
東
京
都
の
自
然

公
Ԃ
施
設
。
̟
̧
Ԟ
多
ຎ
Ӻ
か

ら
バ
ス
で
40
分
ほ
ど
の
場
所
に

あ
り
、
৿
ྛ
や
ބ
、
動
২
物
に

৮
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

৺
を
ͻ
か
れ
た
の
が
ジ
Ϗ
エ

ो
で
す
。
۽
と
イ
ϊ
シ
シ
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
۽
に

ν
Ỿ
Ϩ
ン
ジ
。
ຯ
ḩ
࢓
立

て
の
ो
に
۽
೑
が
ೖ
り
、

見
た
目
は
ಲ
ो
に
近
い
一

ഋ
で
す
。
思
っ
て
い
た
よ

り
ष
み
は
な
く
、
ࢷ
身
も

少
な
い
と
感
͡
ま
し
た
。

ஸ
ೡ
に
下
ॲ
理
を
し
て
長

時
間
ࣽ
込
Μ
だ
も
の
だ
ͦ
う
で

す
。
஍
ݩ
࢈
で
は
な
い
と
の
こ

況
の
೺
Ѳ
、
৿
ྛ
や
ొ
ࢁ
ಓ
の

保
全
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ղ
આ
し
て
く
れ
た
の
は
、
Ϩ
ン

ジ
Ỿ
ー
を
支
え
る
Ϙ
ラ
ン
ς
ィ

ア
の
方
で
し
た
。
২
物
の
定
点

؍
ଌ
も
׆
動
の
一
つ
で
、
π
キ

ϊ
ϫ
グ
マ
は
ど
Μ
͙
り
が
少
な

い
年
に
は
、
人
ཬ
に
߱
り
て
く

る
可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、

実
り
۩
合
の
調
査
が
ॏ
要
に
な

る
ͦ
う
で
す
。

प
ล
に
あ
る
７
छ
ྨ
の
ࡩ
を

見
る
π
ア
ー
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
４
月
も
中
०
に
ࠩ
し
か
か

り
、
ι
ϝ
イ
Ϥ
シ
ϊ
は
ࢄ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ࢁ
ࡩ
な
ど
が
き

れ
い
に
࡙
い
て
い
ま
し
た
。
足

ݩ
に
は
、
੨
紫
৭
の
可
Ѫ
ら
し

い
Ֆ
が
。「
フ
σ
リ
ン
ド
΢
」

と
い
う
リ
ン
ド
΢
の
஥
間

で
、
஬
؟
ڸ
で
؍
࡯
し
ま
し

た
。௏

の
؍
࡯
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
Ն
に

か
け
て
き
れ
い
な
௏
が
見
ら

れ
る
ͦ
う
で
す
。
新
྘
が
ま

Ϳ
し
い
４
月
の
৿
も
素
ఢ
で

す
が
、
Ն
ࠒ
に
ま
た
動
২
物

た
ͪ
を
؍
࡯
し
に
行
き
た
く

な
り
ま
し
た
。

と
で
す
が
、
௝
し
い
も

の
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

஍
ݩ
で
ཆ
৩
し
た
Ϡ

マ
ϝ
の
Ԙ
ম
き
も
ച
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
ͪ
ら

も
ष
み
は
な
く
、
し
っ

か
り
と
し
た
ന
身
ڕ
の

ຯ
わ
い
。
৯
べ
た
の
は

１
年
ڕ
で
し
た
が
、
３

年
ڕ
に
な
る
と
ࢗ
身
で

も
৯
べ
ら
れ
る
ほ
ど
大

き
く
な
る
ͦ
う
で
す
。

ҹ
象
的
だ
っ
た
の

が
、「
東
京
都
Ϩ
ン
ジ
Ỿ
ー
」が

い
る「
Ϩ
ン
ジ
Ỿ
ー
ブ
ー
ス
」

で
す
。Ϩ
ン
ジ
Ỿ
ー
は
、
都
内

の
自
然
公
Ԃ
で
自
然
の
ັ
力
を

఻
え
つ
つ
、
動
২
物
の
分
෍
状
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奥多摩で自然観察
七種の桜を楽しむ

か
つ
て
、
日
本
࢙
で
学
Μ
だ
ه
Ա

を
た
ど
り
な
が
ら
ల
ࣔ
を
見
て
い
く

と
、「
ࡾ
多
ຎ
の
東
京
ฤ
ೖ
」
も
、
ͦ

う
୯
७
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
１
８
９
３（
明
࣏
26
）年
、東

京
の
水
ݯ
確
保
を
名
目
に
ਆ
ಸ
઒
ݝ

か
ら
東
京
෎
へ
Ҡ
管
さ
れ
た
が
、
ͦ

の
എ
ܠ
に
は
、
民
ݖ
運
動
の
担
い
手

だ
っ
た
自
由
党
の
੎
力
を
抑
え
る
ૂ

い
も
あ
っ
た
と
指
ఠ
さ
れ
て
い
る
。

京
Ԧ
線
・
෍
ా
Ӻ
か
ら

ె
า
約
５
分
。
थ
ྸ
４
０

０
～
５
０
０
年
と
い
わ
れ

る
、
౻
を
ޚ
ਆ
໦
と
す
る

「
ઍ
年
೫
౻
」
で
知
ら
れ

る
ᅳこ

く
り
Ỷ
うྖ
ਆ
社
に
着
く
。
高

さ
約
４
ἇ
、
面
ੵ
約
４
０

０
ฏ
方
ἇ
の
౻
୨
に
࡙
く

Ֆ
๪
を
目
当
て
に
、
こ
の

時
期
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
う
。

ਆ
社
前
の
ߕ
भ
֗
ಓ
を

౉
る
と
、
ᷫ
Ԃ
ࣉ
通
り
が

๺
へ
Ԇ
び
る
。
ࠨ
手
の
ᷫ

Ԃ
ࣉ
の
境
内
、
本
ಊ
の
ӈ

ず
」
と
い
う
有
名
な
ݴ
༿
が
自
然
に

思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
ݴ
༿
は
、

１
８
８
２（
明
࣏
15
）
年
４
月
６
日
、

ذ
ෞ
で
の
ԋ
આ
後
に
、
൘
֞
が
๫
׽

に
ऻ
わ
れ
た
ࡍ
に
発
し
た
と
さ
れ
る

も
の
。
自
由
民
ݖ
運
動
を
全
ࠃ
に
޿

げ
よ
う
と
し
て
い
た
最
中
の
出
来
事

だ
っ
た
。

ᷫ
Ԃ
ࣉ
の
ア
カ
マ
π
は
１
９
０
８

（
明
࣏
41
）
年
９
月
、
ட
෕
事
݅
な
ど

自
由
民
ݖ
運
動
の
२
೉
者
を
ீ
う
法

要
に
合
わ
せ
て
২
え
ら
れ
た
。
൘

֞
を
は
͡
め
、
自
由
党
の
指
導
者
ら

１
０
０
０
人
༨
り
が
ߕ
भ
֗
ಓ
に

അ
車
を
連
Ͷ
て
集
い
、
法
要
後
の
ԋ

આ
会
の
ه
೦
と

し
て
、
൘
֞
自

ら
が
බ
໦
２
本

を
২
え
た
と
い

う
。
当
時
の
ॅ

৬
・
中
੢
ޛ͝
げݰ

Μ

は
、஍
方
」ࢴ
ि

ץ
多
ຎ
新
ฉ
」

の
発
行
や
੨
年

会
の
指
導
、
ࡾ

多
ຎ
஍
۠
೶
Ո

へ
の
ཆ
ಲ
の
推

঑
な
ど
஍
Ҭ
׆

動
に
ਚ
力
す
る

と
と
も
に
、
自

由
党
の
党
員
で
も

あ
っ
た
。

自
由
民
ݖ
運
動

は
、１
８
７
４（
明

࣏
７
）
年
の
民
Ḥ

議
Ӄ
の
設
立
ݐ
ന

書
か
ら
１
８
９
０

（
明
࣏
23
）
年
の

ఇ
ࠃ
議
会
開
設
ま

で
続
き
、
ͦ
の
最

੝
期
は
明
࣏
10
年

୅
͝
ろ
。
は
͡
め

手
に
「
自
由
の
দ
」
と
呼
͹
れ
る
２

本
の
ア
カ
マ
π
が
ͦ
び
え
て
い
る
。

ᷫ
Ԃ
ࣉ
は
調
෍
ࣣ
෱
ਆ
の
෱
࿣
ण

を
᛾
る
ݹ
Ⴂ
で
、『
ߐ
ށ
名
所
図
会
』

に
は
７
５
０（
ఱ
ฏ
উ
ๅ
２
）
年
、
ਂ

大
ࣉ
の
ຬ
ޭ
上
人
に
よ
る
開
૑
と
ه

さ
れ
る
。
全
ࠃ
各
஍
に「
ʓ
ʓ
の
দ
」

と
呼
͹
れ
る
দ
は
あ
る
が
、
こ
の
দ

の
由
来
は
明
շ
だ
。
൘
֞
ୀ
助
が
২

え
た
と
఻
え
ら
れ
る
こ
と
に
ͪ
な

Ή
。「
൘
֞
ࢮ
す
と
も
自
由
は
ࢮ
せ

車
人
ܗ
」
の
ҥ

૷
に
は「
自
由
」

の
จ
ࣈ
が
ࢗ
ḑ

さ
れ
、「
自
由

௾
」
と
名
づ
け

た
料
௾
が
各
஍

に
現
れ
、
ഌ

さ
か
ず
きの

意
ঊ
に
も
「
自

由
」
の
จ
ࣈ
が

あ
し
ら
わ
れ

た
。
当
時
、「
自

由
」
と
い
う
理

೦
が
、
社
会
の

中
に
ま
で
ਁ
ಁ

し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

は
چ
෢
࢜
֊
）ڃ
࢜
଒
）が
中

৺
だ
っ
た
が
、
や
が
て
߽
೶
や

ॸ
民
層
へ
と
޿
が
り
、
運
動
は

全
ࠃ
に
೾
ٴ
し
た
。
多
ຎ
஍
Ҭ

も
例
外
で
は
な
い
。

ͦ
の
一
୺
を
఻
え
る
の
が
、
ொ
ా

ࢢ
໺
௡
ా
ொ
に
あ
る
「
ࢢ
立
自
由
民

ݖ
資
料
ؗ
」
だ
。
ೖ
ޱ
に
は
「
自
由

所
੗
ੋ
ޗ
ڷ
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
౔
ࠤ
出
身
で
、
ਆ
ಸ
઒
ݝ
令

や
自
由
党
෭
総
ࡋ
を
務
め
た
中
ౡ
৴

行
が
、
໺
௡
ా
の
民
ݖ
Ո
・
ଜ
໺
ৗ

ӈ
Ӵ
໳
の
た
め
に
認し

た
た
め
た
書
で
、「
自

由
所
੗
ੋ
ޗ
）ڷ
͡
Ώ
う
の
す
Ή
と

こ
ろ
、
こ
れ
わ
が
さ
と
）
ҝ
ᬔ
໺
ݡ

ܑ

長
৓
৴
行
」

と
ه
さ
れ
る
。
ͦ

こ
に
中
ౡ
を
は
͡

め
と
し
た
、
当
時

の
民
ݖ
Ո
の
気
֓

が
に
͡
Ή
。な
お
、

「
長
৓
」
は
中
ౡ

の
߸
で
あ
る
。

ల
ࣔ
ࣨ
で
は
、

自
由
と
ݖ
ར
の
確

立
を
求
め
た
人
ʑ

の
動
き
が
۩
ମ
的

に
঺
հ
さ
れ
て
い

る
。
ീ
Ԧ
子
の
఻

౷
ܳ
能
「
ീ
Ԧ
子

ࣗ༝ຽࢿݖྉ ʢؗொాࢢʣ

ʮࣗ༝ͷদʯʢᷫԂࣉʣ

ʯͷֹڷޗͷʮࣗ༝ॴ੗ੋޱྉؗೖࢿ
ʢொాࢢϗʔϜϖʔδΑΓʣ

天高くそびえる「自由の松」
「
自
由
」
が
生
活
文
化
に
広
が
る

自
由
と
権
利
を
求
め
た
運
動


